
ご確認ください！地デジ放送受信の準備はお済みですか？

7 247 247 24 日月 完全移行します！
地上デジタル放送に

至急！ご確認ください！

総務省テレビ受信者支援センター
「デジサポ長崎」℡095-804－5500

地デジに関する相談はデジサポ長崎へ
デジタル電波の調査など
を無料で行っています。
地デジに関する相談など
は、気軽にお問い合わせ
ください。

臨時相談コーナーも設置しています。
　市役所ロビーなどでも、8月26日（金）まで、地デジに関する
臨時相談コーナーを設置しています。

【お問い合わせ】　企画課情報統計班　☎内線2339

田平支所1階ロビー

市役所ロビー以外の相談場所

平戸市ふれあいセンター

平戸市多目的センター

生月支所1階ロビー

7　月

11日（月）～15日（金）

4日（月）～8日（金）

1日（金）

28日（木）～29日（金）

8　月

15日（月）～19日（金）

8日（月）～12日（金）

1日（月）～3日（水）

4日（木）～5日（金）

7 24
今まで視聴していたア
ナログ放送は、7月24
日正午に停波し、その
後は、画面に何も映り
ません。

今まで視聴していたア
ナログ放送は、7月24
日正午に停波し、その
後は、画面に何も映り
ません。

ご注意！ 【7月24日正午以降のアナログ放送画面】
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や ら ん ば ! 平 戸

ひと（HITO） 響きあう 宝島 平戸

大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

編集室からひとこと

［
編
集
・
発
行
］ 平
戸
市
市
長
公
室
　
〒
859-5192 長

崎
県
平
戸
市
岩
の
上
町
1508番

地
3

■
TEL／

0950-22-4111（
代
）  FAX／

0950-22-2419　
■
U
RL http://w

w
w
.city.hirado.nagasaki.jp ■

E-m
ail  kouhou@

city.hirado.lg.jp
■
印
刷
／
有
限
会
社
ケ
ン
ホ
ク
プ
リ
ン
ト
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2011.7No.70
広
報
ひ
ら
ど
　
平
成
23年

7月
号

白平戸市役所も参加しています。

◎今月の表紙

◎人口の動き
■平戸市人口／35,862人（－40）
　男性／16,826人（－12）
　女性／19,036（－28）
■世帯数　14,405戸（－2）
※（ ）は、前月との比較

平成23年6月1日現在

　６月10日、大島村で猶興
館高校大島分校の３年生が参
加した水産教室からの一コマ。
早朝、男子生徒は沖に沈めて
ある定置網を引き上げ、港に
戻ってくると女子生徒と合流。
その後、魚の捌き方を教わり
ました。また、この日獲れた
魚を使った料理教室では、イ
カスミを使った大島の郷土料
理「黒味和え」をつくりました。

　昨年の観光統計数値を掲
載しました。一昨年の新型
インフルエンザの流行など
の影響から落ち込んだ観光
客数も徐々に回復してきて
いるように感じます。しか
し、東日本の震災の影響を
受け、観光客の動向は、鈍
化したままです。そのよう
な中、今月から「平戸藩の
夏めぐり」が始まります。
地域・市民みんなで盛り上
がりることが、市外からの
観光客を増やすことになる
のではと感じています。

　中津良川ほたるまつりを
取材しました。午後８時ご
ろから少しずつ見えた黄緑
色の光。川に飛び交う無数
のホタルを見たのは初めて
で、幻想的な光の舞に感動
しました。ほたるまつりで
は「中津良のホタルを一句
詠んでみよう」という風流
な企画があり、短冊をいた
だいて俳句を詠んでみまし
た。ホタルを目で見て鑑賞
するだけでなく、十七字で
表現する楽しさもあること
に気づきました。

広報ひらど 平成23年７月号 32

小

市長のトップ対談シリーズ03　
市民の声＆読者プレゼントコーナー
まちのひとびと
平戸婚活のすすめ・水道水はどこからやってくるの？
健康・福祉いきいき通信⑬
消費生活相談室
平戸市からのお知らせ
情報ひろば
人口の動き・編集室からひとこと

観光統計
鄭成功「生誕祭」・夏のイベント情報
まちのできごと
ひらどで煌く若い才能
第６回平戸市「少年の主張」大会
平戸遺産～大根坂の支石墓と六地蔵
学びの達人
みんなの図書館
市長体験記・HIRADO X-change

　私たちの暮らしの中の
情報源であり、家族で楽
しむために欠かせないテ
レビ放送。7月24日（日）
正午を過ぎると、地デジ
放送に対応していないテ
レビでは、放送が見られ
なくなります。まだ、地デ
ジ対応をしていない人は、
至急対策をお願いします。

地元の海の
　豊かさに感激！
～猶興館高校大島分校水産教室～

日
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観光客数・宿泊客数・観観光客数・宿泊客数・観光消費消費額の推移の推移観光客数・宿泊客数・観光消費額の推移
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平
戸
市
の
観
光
の
現
状

　観 光 客 数　
　宿泊客数
　日帰り客数
　観光消費額

168万1千人（対前年比　104.6％）
23万7千人（対前年比  　92.4％）
132万6千人（対前年比　108.4％）
96億4百万円 （対前年比  　96.1％）

■観光統計の概要

　平戸地区
　生月地区
　田平地区
　大島地区

125万3千人（対前年比　　105.5％）
27万9千人（対前年比　　106.5％）
13万６千人（対前年比  　　94.3％）
1万3千人（対前年比　　　94.4％）

■観光客数内訳

平
成
22
年
観
光
統
計
の
概
要
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ
し
ま
す

　

平
成
22
年
の
観
光
客
数
は
、
平
戸
・
生
月
大
橋
通
行
料
無
料

化
と
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
の
効
果
か
ら
、
昨
年
を
上
回
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
訪
れ
る
観
光
客
の
多
く
が
日
帰
り
客
で
す
。

本
市
の
経
済
効
果
を
高
め
る
た
め
に
宿
泊
を
目
的
と
し
た
観
光

客
誘
客
の
取
り
組
み
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　　

平
成
22
年
の
観
光
客
数
は
、
平
戸
市
全

体
で
１
６
８
万
１
千
人
、
平
成
21
年
よ
り

約
７
万
３
千
人（
対
前
年
比
４
・
６
％
）

の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

内
訳
と
し
て
、
日
帰
り
客
が
10
万
２
千

人
の
増（
８
・
４
％
）に
対
し
、
宿
泊
客

は
１
万
９
千
人
の
減（
△
７
・
６
％
）と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

海
外
か
ら
の
宿
泊
観
光
客
は
前
年
よ
り

２
千
人
増
の
、
約
８
千
人（
39
・
７
％
）

と
な
り
ま
し
た
。

　

平
戸
市
へ
の
観
光
客
は
、
平
戸
・
生
月

大
橋
通
行
料
無
料
化
の
影
響
か
ら
、
県
内

外
か
ら
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
ま
し
た
。

特
に
日
帰
り
観
光
客
は
、
著
し
い
増
加
と

な
り
、
交
流
人
口
の
拡
大
が
図
ら
れ
ま
し

た
。
平
戸
海
道
渡
海
人
祭
な
ど
春
の
物
産

イ
ベ
ン
ト
で
は「
平
戸
・
生
月
大
橋
無
料

化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」と
大
々
的
に
Ｐ
Ｒ
を

行
い
、
多
く
の
集
客
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
秋
に
開
催
し
た「
平
戸
藩
の
秋

め
ぐ
り
」で
は
、
民
間
と
行
政
合
わ
せ
て

19
団
体
の
代
表
者
に
よ
り「
平
戸
市
観
光

戦
略
協
議
会
」を
組
織
し
、
イ
ベ
ン
ト
の

内
容
や
各
団
体
と
の
連
携
、Ｐ
Ｒ
戦
略
、

物
産
販
売
の
向
上
に
つ
な
が
る
取
り
組
み

な
ど
を
協
議
し
ま
し
た
。

観
光
客
数

主
な
要
因

　

期
間
中
の「
平
戸
城
下
く
ん
ち
秋
ま
つ

り
」で
は
、
食
と
イ
ベ
ン
ト
の
融
合
、
商

店
街
振
興
を
図
る
新
た
な
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、
２
日
間
で
約
１
８
，
０
０
０
人
を
誘

客
す
る
こ
と
が
で
き
、
に
ぎ
わ
い
を
み
せ

ま
し
た
。

　

そ
の
一
方
、
宿
泊
客
に
つ
い
て
は
、
前

年
を
大
き
く
下
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
平
成
22
年
１
月
か
ら
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
放

送
さ
れ
た
大
河
ド
ラ
マ「
龍
馬
伝
」が
空

前
の
ブ
ー
ム
と
な
っ
た
こ
と
で
、
長
崎
市

へ
観
光
客
が
集
中
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
な
ど
も
あ
り
佐
世

保
市
に
も
同
様
の
効
果
が
あ
っ
た
も
の
と

考
え
ら
ま
す
。

　

修
学
旅
行
に
つ
い
て
は
、
昨
年
は
か
な

り
回
復
し
、
１
，
０
０
９
人
増
の
１
０
，

３
７
２
人（
71
校
）で
、
農
業
体
験
や
漁

師
体
験
な
ど
の
体
験
型
民
泊
修
学
旅
行
が
、

こ
の
数
年
で
大
き
く
伸
び
て
い
ま
す
。

　

交
通
網
の
整
備
が
進
み
、
マ
イ
カ
ー
に

よ
る
日
帰
り
観
光
客
が
増
え
る
中
で
、
本

市
の
経
済
効
果
を
高
め
る
た
め
に
は
、
宿

泊
客
の
誘
客
対
策
が
特
に
必
要
で
す
。

　

観
光
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、
本
市
へ

の
観
光
客
の
３
割
強
は
福
岡
県
か
ら
で
あ

り
、
年
代
別
で
み
る
と
50
歳
代
以
上
が
６

割
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
戸
観
光
に
期
待
し
た
も
の
と

し
て
は
、「
自
然
・
景
観
」や「
史
跡
・
文

化
財
」が
圧
倒
的
に
多
い
状
況
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
結
果
か
ら
み
て
も
、
福
岡

直
面
す
る
課
題
と
そ
の
対
応

▲多くの観光客でにぎわった「平戸藩の秋めぐり」多くの観光客でにぎわった「平戸藩の秋めぐり」▲多くの観光客でにぎわった「平戸藩の秋めぐり」

Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ

地
区
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
１
つ
と
し
て
今
後

と
も
誘
客
事
業
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ

り
、
ホ
ッ
ト
な
情
報
を
必
要
な
所
に
提
供

す
る
仕
組
み
づ
く
り
の
強
化
が
大
事
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

観
光
ス
タ
イ
ル
が
従
来
の
団
体
型
か
ら

個
人
型
へ
と
転
換
傾
向
に
あ
り
、
観
光
客

が
求
め
る
観
光
ニ
ー
ズ
も
多
種
多
様
に
変

化
し
て
い
る
状
況
で
す
。
有
料
観
光
施
設

の
入
館
者
は
、
減
少
傾
向
が
続
き
、
観
て

回
る
だ
け
の
観
光
よ
り
も
、
体
験
・
交
流

型
の
観
光
や
食
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
人
気
が

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
市
の
観
光
素
材
は
、
風
光
明
媚
な
自

然
景
観
と
日
本
最
初
の
海
外
貿
易
港
を
有

し
た
平
戸
藩
の
城
下
町
と
し
て
栄
え
た
歴

史
で
す
。
さ
ら
に
は
新
鮮
な
海
の
幸
な
ど
、

一
級
品
の
素
材
が
揃
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
観
光
素
材
を
磨
き
上
げ
、
魅
力
あ

る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
新
た
な
観
光
素
材
の
掘
り
起

こ
し
も
重
要
で
す
。
今
回
、
観
光
行
政
を

推
進
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン「
平
戸
市
観
光

振
興
の
指
針
」を
策
定
し
ま
し
た
。
今
後

は
、
こ
の
指
針
に
沿
っ
た
観
光
地
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
今
年
の
９
月
20
日
に
は
、
日

本
初
の
洋
風
建
築
と
し
て
復
元
さ
れ
た

「
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
」が
オ
ー
プ
ン
し
ま

す
。
全
国
的
に
も
注
目
さ
れ
る
施
設
で
も

　観光経済都市を推進する本市では、観光行政への
取り組みが、まちづくりにとって重要な位置づけに
なっています。
　近年、観光スタイルが多様化する中で、観光ニー
ズに対応した新たな観光商品の開発や観光資源のリ
ニューアルなど、個性ある観光地づくりが求められ
ています。
　本市においても、観光戦略協議会の設置やイベン
トのテーマパーク化、東アジアからの観光客の誘客、
田平港シーサイドエリア事業など、新たな観光振興
策を矢継ぎ早に構築、展開しています。さらには、
平成22年４月から平戸・生月大橋無料化が実現し、
平戸観光には大きな追い風となりました。
　しかし、全体的に平成22年の観光客数は増加し
たものの、観光消費額に直接結びつく宿泊客の増加
にはつながらず、また、今年３月に発生した東日本

大震災の影響から、市内宿泊予定客のキャンセルが
相次ぎ、福島第一原発の事故による外国人観光客へ
の影響が心配されます。
　このような国内外における情勢の変化に即応でき
るよう、中長期的な展望も踏まえながら、平成23
年版の「平戸市観光振興の指針」を作成しました。特
徴としては、即効的（すぐ結果）な戦略と、中長期的
（種まき）な方向性を併せ持つ内容となっています。
　この指針は当面の観光振興に資する「道しるべ」で
あり、具体的な観光戦略および事業計画や予算編成
の基礎となるものです。

平戸市観光振興の指針目次
１．平戸観光の現状と課題は

２．観光振興の概念と道すじ　　　　　　　

３．国内観光　　　　　　　

４．国外観光　　　　　　　　

５．食・物産と観光　　　　　　　　　　

６．中長期的戦略　　　　　　　　　　　

「平戸市観光振興の指針」
を策定しました

あ
る
た
め
、
観
光
客
誘
客
の
起
爆
剤
と
し

て
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
観
光
客
が
平
戸
に
行
っ
て
み
た

い
と
思
う
よ
う
に
、
平
戸
な
ら
で
は
の
魅

力
を
紹
介
し
、
効
果
的
な
情
報
発
信
で
魅

力
あ
る
観
光
地
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。



花火花火30003000発花火3000発
午後８時30分～午後８時30分～
　　午後９時30分　　午後９時30分
午後８時30分～
　　午後９時30分

花火花火13001300発
午後８時30分～午後８時30分～
　　　　午後９時　　　　午後９時

花火花火20002000発
午後８時30分～午後８時30分～
　　午後９時30分　　午後９時30分

花火花火10001000発
午後9時～午後9時～
　　午後９時30分　　午後９時30分

花火1300発
午後８時30分～
　　　　午後９時

花火2000発
午後８時30分～
　　午後９時30分

花火1000発
午後9時～
　　午後９時30分

７月14日（木）午前10時～
／鄭成功居宅跡（川内町川内浦地区）

鄭成功誕生387周年記念

鄭成功「生誕祭」

　　

７
月
14
日
は
、
平
戸
生
ま
れ
の
日
中
混

血
児
で
あ
る
ア
ジ
ア
の
英
雄「
鄭
成
功
」

が
生
ま
れ
た
日
で
あ
り
、
今
年
で
生
誕
３

８
７
年
を
迎
え
ま
す
。

　
「
鄭
成
功
」は
、
中
国
大
陸
で
明
王
朝
が

衰
退
し
、
清
が
台
頭
し
た
大
動
乱
期
に

「
抗
清
復
明
」を
か
か
げ
活
躍
し
ま
し
た
。

　

明
の
隆
武
帝
か
ら
、
明
王
朝
の
国
姓

「
朱
」を
賜
っ
た
こ
と
か
ら
、「
国
姓
爺
」

と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
辛
亥
革
命
１
０
０
周
年
、
台

湾
平
定
３
５
０
周
年
の
記
念
す
べ
き
年
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
本
市
の
事
業
で
平
成
24

年
度
中
に
鄭
成
功
生
家
再
現
を
予
定
し
て

い
る
川
内
浦
地
区
の「
鄭
成
功
居
宅
跡
」

を
会
場
と
し
て
生
誕
祭
を
行
い
、
中
国
や

台
湾
か
ら
も
訪
問
団
を
お
迎
え
し
ま
す
。

　

会
場
で
は
神
事
が
執
り
行
わ
れ
る
ほ
か
、

中
野
ジ
ャ
ン
ガ
ラ
保
存
会
に
よ
る
ジ
ャ
ン

ガ
ラ
奉
納
、
中
野
愛
児
園
の
園
児
に
よ
る

和
太
鼓
披
露
、
二
胡
奏
者
に
よ
る
演
奏
な

ど
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
同
会

場
に
て
、
物
産
の
販
売
や
呈
茶
が
行
わ
れ

ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

　

生
誕
祭
前
日
の
７
月
13
日
に
は
、
国
際

観
光
ホ
テ
ル
旗
松
亭
で
前
夜
祭
が
行
わ
れ

ま
す
。

　

併
せ
て
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【前夜祭】
○と　き　　　７月13日（水）　午後６時30分～
○ところ　　　国際観光ホテル旗松亭
○参加費　　　１万円
○申込締切　　７月８日（金）
【生誕祭】
○と　き　　　７月14日（木）　午前10時～
○ところ　　　鄭成功居宅跡（川内町川内浦地区）
【前夜祭お申し込み・お問い合せ】　
　　　　　　　　　　　　平戸観光協会（☎23-8600）

■topix

　６月18日から７月24日（日）まで、松浦史料博物館で、特別企
画展として「自由港市平戸－鄭成功を生んだ平戸の対外貿易－」が
開催されています。この企画展では、鄭成功文物館が所蔵する、
日本初公開の名宝「鄭成功肖像」など計80点が展示されています。
ぜひこの機会に鄭成功を生みだし、「西の都」と呼ばれるまでに繁
栄を謳歌した平戸の対外貿易の歴史を感じてみませんか。
　なお、７月12日（火）には、北部公民館で、台湾から講師を迎え「自
由港市平戸」講演会が開催されます。

鄭成功から平戸の対外貿易の歴史を紐解く

夏の夜空を彩る花火大会
イベント情報!! 

平戸港夏まつり
／平戸港交流広場

　

　田助ハイヤ節の披露や女性腕相撲大会、夜神楽の奉
納、大福引大会などが開催され、ライトアップされた
平戸城をバックに大輪の花火が打ち上がります。平戸
ジャンガラフェスティバルも同日開催です。

　
　感謝の気持ち、応援メッセージ、お祝いメッセージ
など、大切な気持ちを花火に託して伝えてみませんか？
　※メッセージを読んだ後、花火を打ち上げます。
●料　金　5,000円（４号玉１発）
●募集人数　20人（先着順）
●読み上げ文字数　30字程度
●募集締切日　７月29日（金）
●応募方法　観光課に備え付けの申込用紙に氏名、住
　所、メッセージなど必要事項を記入の上、料金と併
　せてお申し込みください。

■関係イベント
　８月５日（金）午後6時から、木引田町・宮の町の両
商店街通りで夏祭りが開催されます。
お問い合わせ　観光課観光振興班（☎内線2275）

第25回
大島村夏祭り花火大会
／的山外港　

　

　魚のつかみ獲りや渚の運動会、福引などたくさんの
イベントが行われ、ステージではタレントショーも開
催されるほか、多くの露店も出店します。
お問い合わせ　大島支所産業建設課（☎55‐2511）

舘浦漁港花火大会
／舘浦漁港

　

　大漁祈願・航海安全祈願のため、生月大橋をバック
に、迫力ある花火が夏の夜空を彩ります。盆踊り大会
が同日開催され、多くの露店が立ち並びます。
お問い合わせ　舘浦漁業協同組合（☎53‐1515）

たびら夏祭り
／田平港一帯

　

　田平権現太鼓の披露や瀬戸のカラオケ大会、ダンス
カーニバルの後、平戸大橋をバックに花火が打ち上げ
られます。大迫力の水中花火は必見です。
※一部内容を変更する場合があります。
お問い合わせ　たびら夏祭り実行委員会
　　　　　　　（平戸市商工会内　☎57‐0223）

８月12日（金）
　午後３時～午後９時30分

８月15日（月）
　午後６時～午後９時

８月17日（水 ）
　午後６時～午後９時30分

８月6日（土）
　午後３時～午後９時30分

メモリアル花火を募集します

平戸の夜空を大輪の花火が彩る花火大会が、次の日程で開催されます。
みなさんお誘いあわせの上、ぜひご来場ください。

夏のイベント情報

▲　今年から鄭成功居宅跡に
生誕祭の会場を移し、式典
を開催します。

南
海
の
英
傑「
鄭
成
功
」の
遺
功
を

し
の
ぶ「
生
誕
祭
」

▲国指定無形民俗文化財「平戸のジャンガラ」▲国指定無形民俗文化財「平戸のジャンガラ」
平戸港夏まつり当日には、平戸港交流広場で踊りを披露します。平戸港夏まつり当日には、平戸港交流広場で踊りを披露します。
▲国指定無形民俗文化財「平戸のジャンガラ」
平戸港夏まつり当日には、平戸港交流広場で踊りを披露します。
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よかもん！うまかもん！
勢ぞろいの津吉茶市

按針の遺功をしのぶ「按針忌」

　５月29日、平戸オランダ商館1639築造倉庫
内で、「第17回按針忌」（国際交流ＨＩＲＡの会・
井上　隆会長）が開催されました。英国人のウィ
リアム・アダムス（三浦按針、1564～1620）は、
江戸時代に徳川家康の外交顧問として平戸和蘭
商館などの開設に尽力しました。式典では、サ
イモン・フィッシャー英国総領事がバラの花輪
を献花。リーフデ号が漂着し、按針も飲んだと
いわれる臼杵市のわき水での献茶も行われまし
た。また、参列者約100人が深紅のバラを献花
して追悼しました。

　５月27日から29日までの３
日間、津吉町ふれあい通りで「第
57回津吉茶市」（津吉青年商工
会主催・小値賀政利会長）が開
催されました。約500ｍの通り
には、海産物や農産物をはじめ、
70店舗を超える露店が出店。
同会が商品開発した「奥ひら丼」
が今年も登場し、新鮮なブリを
特製のタレに漬けた丼が約250
食販売されました。
　また、ミュージックフェスタ
やカラオケ大会などのステージ
イベントも日替わりで開かれた
ほか、まちなかキャラクターの
じゃがたら３人娘や鄭成功など
も登場し、茶市を盛り上げまし
た。

先人の徳をしのび、お茶に感謝

　５月18日、千光寺(木引町)で、献茶式(長崎
県茶業協会・ながさき茶ネットワーク主催)が
行われました。日本のお茶の祖であり、臨済宗
をもたらした栄西禅師が、中国からお茶の種を
持ち帰り、同寺のそばにある冨春庵にまいて、
栽培と喫茶を広めたと伝えられています。式で
は、お茶娘がいれた新茶を田中宗寛住職が仏前
に供え、先人の徳をしのび、収穫の喜びを感謝
し、長崎県産茶の更なる発展を祈念しました。
　式の後には、出席者が県内各産地の新茶を飲
み比べました。
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　６月７日、生月町舘浦の田中アサさんが100
歳の誕生日を迎えられ、同月９日、黒田市長が
入所先の介護老人保健施設「ひらどせと」を訪
れ、花束と記念品を贈りました。また、お祝い
に訪れた家族が、ひいおばあちゃんの似顔絵を
描いた色紙を　贈りました。田中さんの兄弟は
６男１女。「縁起のいい七福神にたとえて、母
は弁財天と言われることもあります」と家族が
話してくれました。田中さんの趣味は読書。歴
史関係の書物を読むのが好きで、これまでたく
さんの本を読んだそうです。

100歳おめでとうございます

　６月４日、上中津良公会堂で「第９回中津良
川ほたるまつり」（中津良川ほたる保存会主催・
坂野博司会長）が開催されました。会場では、
中津良保育所の園児たちによる和太鼓演奏や詩
吟のほか、日本舞踊などが披露されました。バ
ザーでは、ほたる米や古代米、中津良小学校で
収穫された梅の実など地場産品を販売。ホタル
鑑賞に訪れた人や地元のみなさんでにぎわいま
した。中津良川沿いには、午後８時頃からゲン
ジボタルが飛び始め、初夏の訪れを告げる幻想
的な光の舞で訪れた人たちを魅了しました。

幻想的な光の舞「中津良川ほたるまつり」

　６月15日、市総合運動公園ライフカント
リーで「平成23年度第6回平戸市中学校総合体
育大会陸上競技」が行われました。市内９校か
ら438人が参加し、時折小雨が降る中、男子
21種目、女子17種目で日ごろの練習の成果を
競い合い熱戦が繰り広げられました。また、補
助員の生徒82人が競技の進行を支えました。
　上位に入賞した男女合わせて126人は、７月
23日から24日に佐世保市総合グラウンド陸上
競技場で開催される長崎県中学校総合体育大会
陸上競技に出場します。

自分の可能性を信じて！市中総体陸上競技 地域の医療を守るために必要なこと

　５月21日、生月町開発総合センターで「地域
が守る医療」（長崎大学病院へき地病院再生支
援・教育機構、平戸市民病院、生月病院主催）
と題して、兵庫県の丹波新聞社記者の足立智和
さんによる講演会が行われました。講演では、
県立柏原病院の小児科を守るために立ち上がっ
た地域のお母さんたちの取り組みを紹介。医師
の過酷な勤務実態を住民に伝え、医師の勤務状
況を改善させました。「地域医療を守ることに
必要なことは、住民一人ひとりの心がけです」
と足立さんは語りました。
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第
６
回 

平
戸
市「
少
年
の
主
張
」大
会

【プロフィール】
　田平中学校１年生　囲碁五段
　小学校１年生から田平町民センターの囲碁教室（田平囲碁
　同好会主催）に通い始める。第30回、第31回文部科学大臣
　杯少年少女囲碁大会長崎県大会では、２年連続準優勝

第
32
回
文
部
科
学
大
臣
杯
少
年
少
女
囲
碁

大
会
長
崎
県
大
会
と
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
カ
ッ
プ
２

０
１
１
ジ
ュ
ニ
ア
囲
碁
国
際
大
会
長
崎
県

予
選
会
の
２
つ
の
大
会
で
優
勝
し
た
今
村

大
吾
く
ん
に
試
合
の
感
想
な
ど
の
話
を
伺

い
ま
し
た
。

　

優
勝
し
た
感
想
は

　

嬉
し
か
っ
た
で
す
。
大
会
で
は
、
対
戦

す
る
相
手
の
ほ
と
ん
ど
が
年
齢
が
上
の
人

な
の
で
、
勝
て
る
の
か
な
と
不
安
が
あ
り

ま
し
た
。

　

歳
が
上
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
経

験
も
多
い
の
で
、
そ
ん
な
対
戦
相
手
に
勝

て
た
こ
と
は
、
自
信
に
な
り
ま
し
た
。

　

自
分
の
囲
碁
の
特
徴

　

碁
石
を
指
す
ペ
ー
ス
は
、
早
い
方
だ
と

思
い
ま
す
。
早
く
指
す
こ
と
で
、
相
手
に

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
か
け
ら
れ
る
し
、
焦
っ

て
く
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
自

分
の
ペ
ー
ス
の
ま
ま
、
あ
ま
り
考
え
な
い

で
指
す
こ
と
が
あ
る
の
で
そ
の
点
は
、
改

善
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

普
段
の
練
習
は

　

月
曜
日
と
木
曜
日
は
、
鹿
町
町
に
あ
る

囲
碁
教
室
に
通
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら

今
で
も
、
土
曜
日
の
午
前
中
は
、
田
平
町

民
セ
ン
タ
ー
の
囲
碁
教
室
に
通
っ
て
い
ま

す
。

　

家
に
い
る
と
き
に
は
、
暇
が
あ
れ
ば
囲

碁
の
本
を
よ
く
読
ん
で
い
ま
す
。

　

囲
碁
の
難
し
い
、
大
変
な
と
こ
ろ
は

　

一
局
指
す
の
に
、
だ
い
た
い
30
分
か
ら

１
時
間
30
分
く
ら
い
か
か
り
ま
す
。
頭
を

使
う
だ
け
じ
ゃ
な
く
、
体
力
も
使
い
ま
す
。

練
習
中
で
も
、
負
け
が
続
く
と
消
極
的
に

な
っ
た
り
、
遠
慮
し
た
手
を
指
し
て
し

ま
っ
た
り
と
精
神
的
に
も
き
つ
い
部
分
も

あ
る
の
で
、
そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
が
大
変

で
す
。

　

全
国
大
会
、
国
際
大
会
に
向
け
て

　

去
年
、
全
国
大
会
に
出
場
し
た
と
き
に

は
、
１
勝
し
た
だ
け
だ
っ
た
の
で
、
今
回

は
、
負
け
る
数
よ
り
勝
つ
数
を
増
や
し
た

い
で
す
。
そ
し
て
、
た
く
さ
ん
勝
っ
て
で

き
れ
ば
優
勝
し
た
い
で
す
。

　

将
来
に
つ
い
て

　

囲
碁
を
始
め
て
一
度
飽
き
た
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。
で
も
、
今
は
囲
碁
が
好
き
だ

し
、
と
て
も
楽
し
い
の
で
、
こ
れ
か
ら
も

ず
っ
と
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
将
来
は
、
囲
碁
の
先
生
に
な
っ
て
今

の
僕
と
同
じ
く
ら
い
の
歳
の
子
ど
も
に
囲

碁
を
教
え
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
村
君
の
さ
ら
な
る
活
躍
の
た
め
に
み

な
さ
ん
の
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

ひらどで煌く若い才能

今村　大吾くん

第32回文部科学大臣杯
少年少女囲碁大会長崎県大会

TOTOカップ2011ジュニア囲碁
国際大会長崎県予選会

優　勝

優　勝

きらめ

Interview

い　　ま む　ら だ　　い ご

　

６
月
18
日
に
平
戸
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た「
少
年
の
主
張
」大
会
。
大
会
で
は
、
市

内
の
小
・
中
学
校
か
ら
代
表
者
26
人
が
緊
張
し
な
が
ら
も
、
は
っ
き
り
と
し
た
口
調
で
堂
々
と

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
会
場
に
集
ま
っ
た
み
な
さ
ん
へ
訴
え
か
け
ま
し
た
。

　

全
員
の
思
い
を
お
伝
え
で
き
ま
せ
ん
が
、
今
大
会
で
の
最
優
秀
賞
と
特
別
賞
を
受
賞
し
た
３

人
の
子
ど
も
た
ち
の
発
表
を
要
旨
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

中
学
生
の
部
で
最
優
秀
賞
に
輝
い
た
末
吉
さ
ん
は
、
９
月
14
日
に
諫
早
市
で
開
催
さ
れ
る
第

33
回「
少
年
の
主
張
」長
崎
県
大
会
に
、
特
別
賞
の
石
田
さ
ん
は
、
７
月
29
日
に
長
崎
市
で
開

催
さ
れ
る
第
61
回「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」中
学
・
高
校
生
長
崎
県
弁
論
大
会
に
、
そ
れ

ぞ
れ
出
場
し
ま
す
。

特別賞
田
平
中
３
年

田
平
中
３
年

石
田
石
田 

愛
美
愛
美
さ
ん
さ
ん

田
平
東
小
６
年

田
平
東
小
６
年

安
村
安
村 

太
智
太
智
さ
ん
さ
ん

大
島
中
３
年

大
島
中
３
年

末
吉
末
吉 

直
美
直
美
さ
ん
さ
ん

田
平
中
３
年

石
田 

愛
美
さ
ん

田
平
東
小
６
年

安
村 

太
智
さ
ん

最優秀賞（小学生の部門）
大
島
中
３
年

末
吉 

直
美
さ
ん

最優秀賞（中学生の部門）

じゃがいも農家に生まれて つながる命、未来へ支え合うということ

主な内容 主な内容主な内容

　私の家はじゃがいも農
家です。両親は朝早くか
ら夜遅くまで働いていま
す。農家に生まれて、両
親のがんばる姿を見て、
大変なことはありますが、
収穫の喜びなど、大変さ
以上にうれしいことや学
ぶことが多くあります。
家族を笑顔に、そして一
つにしてくれる父のつく
るじゃがいもは、世界一
おいしいじゃがいもです。

　「人」という字は、支え
あう様子を表している。
私は、その本当の意味を
分かっていませんでした。
卓球の試合で緊張して、
もう負けるとあきらめか
けた時に、仲間の大きな
声援に助けられたことや、
震災の被害にあった人が、
お互いに支え合っている
姿を見て、人とのつなが
り、支え合いがどんなに
尊いものか実感しました。

優秀賞（敬称略）
【小学生の部】
岩本光騎（中津良）、川本泰
史（中野）、塚本くるみ（生
月）
【中学生の部】
本山亜紗香（中野）、松園絵
理香（中部）

発表者一覧（敬称略）
【小学生の部】
藤澤佑太（志々伎）、碓井み
どり（田平北）、新吉屋美来
（平 戸）、井 元 涼 音（度 島）、
富村碧海（根獅子）、川下翔
（大 島）、末 永 侑 乃（生 月）、
今村洋介（田平南）、小川華
（津 吉）、四 田 桃 華（野 子）、
日髙裕介（堤）、椎木美里（紐
差）、大島彩海（田助）
【中学生の部】
伊藤彩（生月）、吉永あさみ
（南部）、大浦妃加里（度島）、
幸谷寧 （々平戸）、納屋賢渡
（野子）

　今から５年前、ミニ盆
栽に出会い、盆栽の勉強
会に入会しました。小さ
な盆栽を見ていると、自
分を見ているような気が
します。盆栽を通して、
命のつながりを感じまし
た。将来、それを伝えて
いける小学校の先生にな
れるようがんばっていき
ます。生かされている命、
見守っていく命、つなが
る命を大切にしながら。

言
葉
に
思
い
を
乗
せ
て

QA

lose-UpC

QA QA

QA QA

QA



Interview
大
根
坂
支
石
墓

お
お

ね

ざ
か

し

せ
き

ぼ

大
根
坂
の
六
地
蔵

▲一部が地中に埋まっている
　支石墓

　平戸市体育協会副
会長。生月町体育振
興 会 会 長。ひ ら ど
ツーデーウォーク大
会実行委員会実行副
委員長。
　高校野球が大好き。
高校に進学して野球
を続ける生徒たちが
活躍する姿を見るこ
とも楽しみの一つ。

生涯学習実践人
門川　峯髙さん
◎生月町里免（75）

ス
ポ
ー
ツ
で
つ
な
が
っ
た
仲
間
は
、

一
生
、
つ
な
が
っ
て
い
る
。

門
川　

峯
髙
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

み 

ね  

た 

か

　

生
月
町
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
の
野
球

場
で
、
放
課
後
、
中
学
生
に
野
球
を
指
導

し
て
い
る
人
が
い
ま
す
。
門
川
峯
髙
さ
ん

で
す
。

　

門
川
さ
ん
は
、
５
年
前
か
ら
友
人
に
頼

ま
れ
て
、
週
末
と
雨
の
日
以
外
は
毎
日
、

野
球
場
に
足
を
運
ん
で
野
球
を
教
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
野
球
の
指
導
と
同
じ
く
ら

い
、
厳
し
く
礼
儀
も
教
え
て
い
ま
す
。

「
今
の
子
ど
も
た
ち
は
、
昔
の
子
ど
も
た

ち
に
比
べ
て
元
気
が
無
い
よ
う
に
み
え
る
。

独
自
性
も
大
切
だ
が
、
も
っ
と
判
断
力
、

競
争
心
、
仲
間
と
の
協
調
性
を
し
っ
か
り

身
に
つ
け
て
ほ
し
い
」と
門
川
さ
ん
。
今

で
は
野
球
の
練
習
以
外
で
も
、
道
で
会
う

と
き
ち
ん
と
あ
い
さ
つ
を
す
る
部
員
が
多

く
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　

門
川
さ
ん
自
身
も
中
学
生
か
ら
野
球
を

始
め
、
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
も
長
年
続

け
て
、
成
人
野
球
の
指
導
な
ど
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
そ
の
経
験
は
、
自
分
自
身
の

成
長
と
仲
間
づ
く
り
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　
「
な
ん
ば
し
よ
る
と
か
、
も
っ
と
前
に

出
ろ
。
よ
ー
し
、
そ
の
調
子
」と
、
生
徒

た
ち
を
叱
咤
激
励
す
る
門
川
さ
ん
の
厳
し

く
も
優
し
い
ま
な
ざ
し
は
、
心
技
体
を
備

え
て
成
長
し
て
い
く
子
ど
も
た
ち
へ
の
期

待
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

野
球
を
通
し
て
礼
儀
も
身
に
つ
け
て
ほ
し
い

地
域
の
人
、
学
校
、
家
族
が
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
親
睦
を
深
め
ら
れ
た
ら
す
ば
ら
し
い

か 

ど  

か 

わ

市
指
定
文
化
財

大
根
坂
の
支
石
墓
と
六
地
蔵　
60

■名　称

　大根坂支石墓

■種　別

　市指定文化財(史跡)

■指定年月日

　昭和61年3月31日

■所有者　個人

■所在地

　平戸市大島村

■名　称

　大根坂の六地蔵

■種　別

　市指定有形文化財(有形民俗)

■指定年月日

　昭和61年3月31日

■所有者　個人

■所在地

　平戸市大島村
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支
石
墓
は
、
数
個
の
石
を
支
柱
と
し
て

配
置
し
、
そ
の
上
に
平
ら
で
お
お
き
な
石

を
乗
せ
る
形
式
で
、
縄
文
時
代
晩
期
か
ら

弥
生
時
代
前
期
に
か
け
て
作
ら
れ
た
お
墓

で
す
。
こ
の
支
石
墓
が
大
根
坂
に
あ
り
ま

す
。
上
石
が
傾
き
一
部
が
地
中
に
埋
ま
っ

て
い
ま
す
が
、
上
石
の
下
部
と
な
る
斜
面

の
切
通
し
を
よ
く
観
察
す
る
と
、
石
棺
の

一
部
ら
し
き
も
の
が
確
認
で
き
ま
す
。

　

こ
の
墓
の
埋
葬
者
は
誰
な
の
か
。
い
つ

の
時
代
に
造
ら
れ
た
も
の
な
の
か
。
考
え

ら
れ
る
の
は
、
近
隣
の
大
根
坂
遺
跡
を
営

み
そ
こ
に
住
ん
で
い
た
人
、
中
で
も
こ
の

上
石
の
大
き
さ
か
ら
指
導
者
的
な
地
位
に

あ
っ
た
人
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
市
内

に
は
里
田
原
遺
跡
を
営
ん
だ
人
が
葬
ら
れ

た
支
石
墓
が
群
を
な
し
て
発
見
さ
れ
て
い

ま
す
。
近
隣
に
は
佐
世
保
市
鹿
町
町
に
国

指
定
史
跡
大
野
台
遺
跡
、
佐
々
町
に
県
指

定
史
跡
狸
山
遺
跡
な
ど
で
も
支
石
墓
が
群

を
な
し
て
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
ま

で
の
と
こ
ろ
1
基
し
か
見
つ
か
っ
て
い
ま

せ
ん
が
大
根
坂
に
も
ま
だ
見
つ
か
っ
て
い

な
い
支
石
墓
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

六
地
蔵
は
、
外
か
ら
や
っ
て
く
る
疫
病

や
悪
霊
な
ど
を
遮
ろ
う
と
す
る
道
祖
神
と

し
て
村
境
な
ど
に
祭
ら
れ
た
り
、
墓
所
な

ど
の
入
口
に
も
見
ら
れ
、
災
い
の
進
入
を

防
ぐ
役
目
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

大
根
坂
の
六
地
蔵（
高
さ
約
1
6
0
㎝
）

は
、
周
辺
の
状
況
か
ら
何
ら
か
の
建
物
が

あ
り
そ
の
入
口
に
立
て
ら
れ
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
さ
ら
に
災
い
を
避
け
る
た
め
に

十
王
塔
や
十
三
仏
塔
も
建
て
ら
れ
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
が
、
一
緒
に
建
て
ら
れ
て
い

る
の
は
珍
し
い
と
い
え
ま
す
。

　

市
内
に
は
、
ほ
か
に
大
川
原
の
六
地
蔵

（
市
指
定
）が
あ
り
ま
す
が
、
明
治
期
に
起

き
た
仏
教
の
排
斥
運
動
な
ど
で
顔
部
を
削

り
取
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
大
根
坂
の

六
地
蔵
は
損
傷
も
ほ
と
ん
ど
無
く
、
製
作

さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
室
町
時
代
後
期
以

降
か
ら
現
在
ま
で
無
事
に
伝
え
ら
れ
た
貴

重
な
石
造
物
で
す
。

災いが入ってこな
いように建てられ
た六地蔵

▲

た
ぬ
き
や
ま



このほかにもたくさんの
新着図書があります！！

～図書館からのお知らせ～ 平戸・永田記念図書館開館時間：午前10時～午後6時（金曜日午前10時～午後7時）

ながさき県民大学主催講座参加者募集中！ながさき県民大学主催講座参加者募集中！ながさき県民大学主催講座参加者募集中！

◆夏休み おやつクッキング！

日　　時：７月28日（木）午後２時～４時

講　　師：Ｒｉｅ工房主宰　川上利惠子さん

受 講 料：無料

申込期限：７月19日（火）

北部公民館・平戸図書館共催

　こんにちは！梅雨は私の一番苦手の時期ですが、農業のために水は大切な恵みですね。

　オランダでは一年中雨が多くて、ライン川とマース川の三角州平野にもなっていますので、水の

管理は非常に大切です。オランダでは「世界は神が創ったが、オランダはオランダ人がつくった」といわれて

いるほど、オランダ人は昔から海と湖を埋め立ててきました。オランダの4分の1は海より下にあります。

堤防がなかったらオランダの半分以上は大潮で浸水してしまう恐れがあります。ですので、オランダ人とし

ては水との共存は非常に大切です。

　オランダの干拓地（ポルダー）は各地方にある水管理委員会が管理しています。住民の生死に関わることか

ら、昔から市・県・国の選挙と別にある選挙で委員が選ばれています。

　オランダでは水との闘いが現代でも続いています。ドイツ・フランス・ベルギーから流れてくる大きな川

が氾濫することがあります。3月11日に起きた東日本大震災の映像を見ると、川の氾濫を恐れて、私は家族

と一緒に１週間ほど家を出て、親せきの家に泊まっていたことを思い出します。

　オランダには川、湖、海があるので、昔から貿易で栄えてきました。平戸も海の恵みで栄え、大航海時代

にオランダやそのほかの国との深い関係ができました。オランダも、平戸も、海が大切なものだと改めて思

いました。

永

大

南南

生
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　さぁ楽しい夏休み。でも宿題がいっ
ぱい。中でも最大の難関は、読書感
想文なのでは･･･？「困ったなぁ。と
にかく原稿用紙を埋めなくちゃ。」そ
んな子どもたちのために、本の選び
方をはじめ、原稿用紙の使い方や書
き方をくわしく説明しています。

　夏休みの宿題の工作。今年は何を
作りますか？身近な材料で作る発明
工作の本がおススメ。牛乳パック、
テイッシュの空き箱などの形や特徴
を生かした、おしゃれブーツ立て、
くつ下クッション、おばけライトな
ど楽しい作品がいっぱいです。

『お父さんが教える
　読書感想文の書き方』
著／赤木かん子
出版社／自由国民社

著／きむらゆういち、宮本えつよし
出版社／いんなあとりっぷ

『使える!役立つ!はつめい工作』

　たぬきのポコくんにはお友だちが
いません。そんなポコくんのお願い
ごとが書かれた七夕の短冊が、風に
飛ばされ、さぁ大変！楽しいお話の
ほか、七夕にまつわる伝説や飾り、
料理のレシピなど、いろんなことが
わかるすてきな絵本です。

作／ますだゆうこ、絵／たちもとみちこ
出版社／文渓社

　テレビで石巻、南三陸町、女川な
どの東日本大震災の報道がされてい
ます。震災後、写真作家「たつろうさん」
が被災地でであった人、生まれた言葉。
撮りおろした写真詩集からは、今も
ずっと、これからもずっと大切にし
たいメッセージがいっぱいあります。

『つながってるよね。
　今もずっと、これからもずっと。』
著／たつろう
出版社／中経出版

　私たちが被災した方々にも協力で
きることは、日頃の節電対策です。夏場、
つる性の植物を植える緑のカーテン
は、エコ対策に効果的です。暑い夏
の季節を乗り切るために見て、食べて、
涼を楽しめるおすすめの1冊です。

『育てて楽しむ
　はじめての緑のカーテン』

　平安の都で起こる妖しく妖しい事
件の数々。若き陰陽師・安部晴明と
笛の名手・源博雅が、幽鬼や怨霊(お
んりょう)たちが引き起こす怪事件を
鮮やかに解決する大人気シリーズの
最新作。「笛吹き童子」、「百足小僧」
ほか全９編を収録。

『陰陽師　醍醐ノ巻』
著／夢枕　獏
出版社／文藝春秋

著／緑のカーテン応援団
出版社／家の光協会

■おはなし会／毎週土曜日　午後２時～
■赤ちゃんおはなし会／ 13日　 午前10時30分～
　　　　　　　　　　　北部公民館 和室大

平戸図書館 ☎22‐4017

●７月の主なもよおし●
■おはなし会／２日　・16日　・23日　・30日
　　　　　　　午後2時～　市ふれあいセンター児童室
■映画会／９日　 午後2時～  市ふれあいセンター児童室
　　　　　・七夕さま・１ねん１くみシリーズ（３）１ばんワル

永田記念図書館 ☎28‐0128

土

土

土 土 土

水

●７月の主なもよおし●

◎休館日／５日　、12日　、19日　、26日　、31日 日火 火 火 火 ◎休館日／５日　・12日　・19日　・26日　・31日日火 火 火 火

田

平

平

平 永 南 生 田
大

※　：平戸図書館　　：永田記念図書館　　：南部公民館図書室　　：生月町中央公民館図書室　　：田平町中央公民館図書室
　　：大島村公民館図書室　

だい ご　の　まきおんみょう じ 『たなばたウキウキ
　　ねがいごとの日！』

◆楽しい おしばな教室

日　　時：８月４日（木）午後２時～４時

講　　師：ふしぎな花倶楽部　代表　濱野八重子さん

受 講 料：３００円（材料代）

申込期限：７月26日（火）

※２講座とも対象は小学生～大人
　（小学１～２年生は保護者同伴）

永

永XX
水との共存

　　

「
広
報
ひ
ら
ど
」
で
も
す
っ
か
り
お

な
じ
み
の
「
あ
や
か
水
産
の
漁
師
体

験
」
で
す
が
、
過
去
に
は
テ
レ
ビ
の
全

国
放
送
で
紹
介
さ
れ
た
り
、
昨
年
度
は

香
港
や
台
湾
か
ら
の
外
国
人
が
４
０
０

人
を
超
え
る
ほ
ど
の
体
験
観
光
の
目
玉

と
な
っ
て
い
ま
す
。
私
も
「
い
つ
か
そ

の
う
ち
に
体
験
し
よ
う
」
と
思
っ
て
い

ま
し
た
ら
、
東
ア
ジ
ア
誘
客
３
県
都
市

連
携
会
議
の
招
待
で
台
湾
か
ら
旅
行
会

社
６
社
と
マ
ス
コ
ミ
１
社
が
来
平
し
、

「
漁
師
体
験
」
を
行
な
う
と
い
う
こ
と

を
聞
き
ま
し
た
の
で
、
絶
好
の
機
会
と

思
っ
て
参
加
し
ま
し
た
。

　

梅
雨
の
雨
上
が
り
の
早
朝
で
曇
っ
た

空
模
様
で
し
た
が
、
海
は
な
い
で
お
り

最
高
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
し
た
。
５

時
45
分
に
集
合
し
、
カ
ッ
パ
姿
に
着
替

え
、
綾
香
良
浩
さ
ん
の
説
明
を
聞
き

「
が
ん
ば
る
ぞ
〜
」
の
気
合
を
入
れ
て

乗
船
。
生
月
大
橋
の
袂
の
白
石
漁
港
を

出
港
し
、
主
師
沖
の
４
か
所
の
定
置
網

で
操
業
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

季
節
的
に
は
漁
獲
量
に
期
待
で
き
な

い
と
い
う
予
想
だ
っ
た
の
で
す
が
、
ヤ

ズ
（
ブ
リ
の
子
）
や
タ
イ
、
カ
ワ
ハ
ギ
、

ア
ジ
、
ト
ビ
ウ
オ
（
産
卵
の
た
め
回
遊

中
）、
ミ
ズ
イ
カ
、
イ
サ
キ
な
ど
が
た

く
さ
ん
取
れ
、
参
加
者
一
同
達
成
感
に

満
た
さ
れ
ま
し
た
。

　

取
れ
た
新
鮮
な
魚
介
類
は
そ
の
ま
ま

食
堂
「
母
々
の
手
」
で
調
理
さ
れ
、
８

種
類
の
刺
身
や
ア
ジ
の
塩
焼
き
、
カ
ワ

ハ
ギ
の
味
噌
汁
な
ど
が
と
て
も
お
い
し

く
、
参
加
費
３
，
０
０
０
円
が
と
て
も

安
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

招
待
し
た
台
湾
旅
行
社
の

み
な
さ
ん
と
一
緒
に

「
漁
師
体
験
」と
魚
料
理
を
堪
能
！

▲タイと大ぶりのアジをゲットし
ました。この後の料理は最高で
した。

▲みなさんと力を合わせて定置網
を必死になって手繰り寄せました。

魅
力
溢
れ
る
平
戸
。み
な
さ
ん
は
本
物
の
平
戸
を
体
験
し
て
い
ま
す
か
？

このコーナーは、市長が初体験した平戸の魅力を、広く市民のみなさんにも参画し、体験してもらうためのコラムです。
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プロフィールプロフィール

平
戸
市
長（
黒
田
成
彦
）　

平
戸
オ
ラ
ン
ダ

商
館
の
指
定
管
理
者
と
し
て
お
引
き
受
け

頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ

を
契
機
と
し
て
、
民
間
の
発
想
や
幅
広
い

人
脈
な
ど
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
な
が
ら

さ
ら
な
る
平
戸
の
文
化
力
の
発
信
を
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

松
浦
史
料
博
物
館
理
事
長（
松
浦
章
）　

こ

ち
ら
こ
そ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
９

月
17
日
の
開
館
式
典
で
す
が
、
天
候
が
よ

け
れ
ば
私
が
所
属
し
て
い
る
日
蘭
学
会
の

メ
ン
バ
ー
も
含
め
、
東
京
方
面
の
お
客
様

に
つ
い
て
は
、
長
崎
空
港
か
ら
船
で
佐
世

保
を
経
由
し
田
平
港
か
ら
黒
子
島
を
見
な

が
ら
平
戸
港
に
入
る
っ
て
い
う
コ
ー
ス
が

景
観
的
に
も
演
出
的
に
も
望
ま
し
い
と
思

い
ま
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

平
戸
市
長　

平
戸
港
の
魅
力
は
ま
さ
に
そ

の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
す
よ
ね
。
海
か
ら
見

れ
ば
左
手
に
平
戸
城
、
右
手
に
オ
ラ
ン
ダ

商
館
、
そ
し
て
奥
に
は
博
物
館
と
ザ
ビ
エ

ル
記
念
教
会
の
尖
塔
が
見
え
ま
す
。
こ
の

景
観
こ
そ
が
多
く
の
お
客
様
に
評
価
い
た

だ
け
る
も
の
と
確
信
し
ま
す
。

理
事
長　

当
日
の
天
候
次
第
で
す
が
実
現

す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ

で
、
私
ど
も
の
情
報
に
よ
れ
ば
、
商
館
復

元
に
対
し
、
オ
ラ
ン
ダ
大
使
館
か
ら
初
代

館
長
の
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
を
、
そ
し
て
オ
ラ

ン
ダ
有
数
の
企
業
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
か
ら

オ
ラ
ン
ダ
商
館
内
の
展
示
用
の
ス
ポ
ッ
ト

ラ
イ
ト
を
寄
贈
す
る
と
い
う
話
が
届
い
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
関
係
方
面
と
の
連
携

が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

平
戸
市
長　

あ
り
が
た
い
で
す
ね
。
現
在
、

進
行
中
の
式
典
実
行
委
員
会
で
す
が
、
会

長
は
私
が
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と

し
て
、
県
知
事
に
名
誉
会
長
、
ハ
ウ
ス
テ

ン
ボ
ス
の
澤
田
社
長
と
松
浦
理
事
長
に
特

別
顧
問
、
世
界
遺
産
登
録
を
進
め
て
い
る

自
治
体
の
長
に
そ
れ
ぞ
れ
顧
問
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
み
な
さ
ん
に
も

そ
れ
ぞ
れ
歴
史
上
の
人
物
に
扮
し
て
い
た

だ
い
た
上
で
、
４
０
０
年
前
の
キ
リ
ス
ト

教
弾
圧
に
絡
む
い
さ
か
い
を
タ
イ
ム
マ
シ

ン
に
の
っ
て
再
現
し
、
未
来
に
向
か
っ
て

仲
良
く
や
り
ま
し
ょ
う
と
い
う
シ
ナ
リ
オ

を
作
成
し
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
式
典
を
演

出
し
て
い
く
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。

理
事
長　

大
変
興
味
深
い
お
話
で
す
が
、

そ
れ
で
私
は
何
に
扮
す
る
の
で
す
か（
笑
）

平
戸
市
長　

恐
れ
多
い
の
で
す
が（
笑
）

理
事
長
に
は
松
浦
家
第
28
代
隆
信
公
を
お

願
い
し
、
私
は
第
29
代
鎮
信
公
を
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。
そ
し
て
長
崎
奉
行
に
扮
す
る

田
上
市
長
か
ら
当
時
、
長
崎
出
島
の
オ
ラ

ン
ダ
商
館
に
移
設
さ
れ
た
倉
庫
の
鍵
を
返

還
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
も

組
み
込
ん
で
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
オ
ラ

ン
ダ
大
使
に
も
ヤ
ン
ヨ
ー
ス
テ
ン（
平
戸

オ
ラ
ン
ダ
商
館
設
置
に
尽
力
し
た
航
海

士
）に
扮
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

理
事
長　

そ
れ
は
面
白
い
で
す
ね
。

  平
戸
市
長　

平
戸
市
民
の
多
く
の
み
な
さ

ん
も
、
今
回
、
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
倉
庫

を
復
元
す
る
こ
と
の
意
義
に
つ
い
て
あ
ま

り
ご
存
じ
で
は
な
い
の
で
、
こ
う
し
た
ス

ト
ー
リ
ー
性
を
演
出
し
た
式
典
で
あ
れ
ば

理
解
が
深
ま
る
し
、
全
国
に
向
け
た
宣
伝

効
果
も
期
待
で
き
ま
す
。

理
事
長　

実
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
平
戸
は

あ
ま
り
有
名
で
は
あ
り
ま
せ
ん
ね
。
現
地

の
博
物
館
の
史
料
で
も
長
崎
出
島
ば
か
り

が
脚
光
を
浴
び
て
い
て
平
戸
の
存
在
感
が

乏
し
い
と
い
う
現
状
が
あ
り
ま
す
の
で
、

こ
れ
を
積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
ね
。
２
年
後
に
は
英
国
商
館

が
建
築
さ
れ
て
４
０
０
周
年
を
迎
え
ま
す

し
、
こ
う
し
た
海
外
貿
易
の
歴
史
を
し
っ

か
り
と
発
信
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。

平
戸
市
長　

イ
ギ
リ
ス
と
の
交
流
も
三
浦

按
針（
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ア
ダ
ム
ス
）が
没
し

た
平
戸
と
い
う
こ
と
で
、
按
針
忌
が
毎
年
、

国
際
交
流
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ａ
の
会
の
み
な
さ
ん
で

続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

理
事
長　

按
針
忌
の
き
っ
か
け
は
、
当
時

の
オ
ラ
ン
ダ
大
使
と
英
国
大
使
が
中
国
駐

在
の
時
に
現
地
で
一
緒
だ
っ
た
そ
う
で
、

そ
の
後
一
緒
に
日
本
に
赴
任
し
ま
し
た
。

そ
の
数
年
後
に
帰
国
す
る
に
あ
た
り
、
二

人
で
一
緒
に
平
戸
へ
行
き
た
い
が
、
何
ら

か
の
き
っ
か
け
を
つ
く
っ
て
く
れ
と
い
う

こ
と
で
し
た
の
で
、
私
が
仲
介
役
を
し
、

平
戸
の
学
芸
員
の
提
案
を
受
け
て
５
月
の

最
終
日
曜
日
に
決
ま
っ
た
と
記
憶
し
て
い

ま
す
。
た
だ
ア
ダ
ム
ス
と
平
戸
の
関
係
に

つ
い
て
も
Ｐ
Ｒ
不
足
で
、
イ
ギ
リ
ス
の
ア

ダ
ム
ス
が
生
ま
れ
た
と
こ
ろ
に
行
っ
て
も

平
戸
の
存
在
が
全
く
無
い
の
が
実
態
で
す
。

横
須
賀
と
か
伊
東
し
か
出
て
こ
な
い
。

平
戸
市
長　

平
戸
は
本
来
、
歴
史
の
宝
庫

で
あ
り「
そ
の
ま
ん
ま
博
物
館
」み
た
い

な
所
で
す
か
ら
も
っ
た
い
な
い
で
す
ね
。

理
事
長　

そ
も
そ
も
英
国
商
館
跡
地
っ
て

い
う
の
は
今
の
十
八
銀
行
平
戸
支
店
周
辺

だ
け
で
は
な
く
て
現
在
改
築
し
て
い
る
親

和
銀
行
の
付
近 

ま
で
広
が
っ
て
い
た
ら

し
い
で
す
ね
。
今
後
は
銀
行
内
に
も
そ
う

い
う
展
示
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
と
企
業
の
イ

メ
ー
ジ
も
ア
ッ
プ
し
ま
す
し
、
官
民
一
体

と
な
っ
て
意
識
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
す
ね
。

平
戸
が
受
け
継
ぐ
伝
統
的
な
価
値
を

未
来
に
発
信
す
べ
く
使
命

〜
官
民
連
携
で
内
外
に
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
を
〜

平戸市長平戸市長 黒田　成彦黒田　成彦
ＮＡＲＵＨＩＫＯ　ＫＵＲＯＤＡＮＡＲＵＨＩＫＯ　ＫＵＲＯＤＡ

松
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章

松
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章

松
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章

平戸市長 黒田　成彦

松
浦
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史
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松
浦
史
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市
長
の
ト
ッ
プ
対
談
シ
リ
ー
ズ
03

市長のトップ対談シリーズ03
平戸が受け継ぐ伝統的な価値を未来に発信すべく使命　～官民連携で内外に積極的なＰＲを～

平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の

グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
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昭和16年2月4日生まれ　70歳　松浦家41代当主昭和16年2月4日生まれ　70歳　松浦家41代当主
昭和39年立教大学文学部英米文学科卒業。昭和42年アメリ昭和39年立教大学文学部英米文学科卒業。昭和42年アメリ
カ・カリフォルニア州立大学新聞学科卒業。昭和42年からカ・カリフォルニア州立大学新聞学科卒業。昭和42年から
22年間、日本放送協会に勤務。昭和56年に松浦史料博物館22年間、日本放送協会に勤務。昭和56年に松浦史料博物館
理事就任、平成6年から松浦史料博物館理事長就任理事就任、平成6年から松浦史料博物館理事長就任

平
戸
市
長　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
み
な
ら
ず
、

当
然
ア
ジ
ア
へ
の
窓
口
と
し
て
の
歴
史
的

な
役
割
が
平
戸
に
は
あ
り
ま
す
。

理
事
長　

そ
う
で
す
。
平
戸
に
は
洋
の
東

西
を
問
わ
ず
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
が
息
づ
い

て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
お
茶
の
発
祥
の
地

と
し
て
栄
西
禅
師
が
も
た
ら
し
た
お
茶
の

歴
史
と
禅
の
文
化
を
平
戸
市
民
の
み
な
さ

ん
に
も
し
っ
か
り
と
意
識
し
て
ほ
し
い
で

す
ね
。
座
禅
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
教
え
や

茶
道
の
文
化
的
・
精
神
的
意
義
と
い
う
も

の
を
大
事
に
し
て
ほ
し
い
で
す
し
、
平
戸

市
木
引
町
の
千
光
寺
を
舞
台
に
貴
重
な
価

値
が
広
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

平
戸
市
長　

ま
さ
に「
歴
史
」「
恵
み
」「
祈

り
」が
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
る
平
戸
の
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
も
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

東京の日蘭学会で、松浦理事長とともに役員の
みなさんへ平戸オランダ商館復元事業の説明と、
式典のご案内をしました。

第17回按針忌で献茶する松浦理事長。平戸オランダ商館
にて行いましたが、大変意義深く素晴らしい式典でした。

歴
史
的
価
値
の
宝
庫
で
あ
る

平
戸
を
も
っ
と
知
っ
て
ほ
し
い

昭和16年2月4日生まれ　70歳　松浦家41代当主
昭和39年立教大学文学部英米文学科卒業。昭和42年アメリ
カ・カリフォルニア州立大学新聞学科卒業。昭和42年から
22年間、日本放送協会に勤務。昭和56年に松浦史料博物館
理事就任、平成6年から松浦史料博物館理事長就任
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今回のお相手・松浦　章さん
　全国数ある城下町の中でも、現在まで「お殿様」の流れを
受け継ぐ人が地元で活躍しておられる事例はあまり多くな
いと思います。松浦章理事長は平戸松浦家第41代目のご当
主として、また、武家茶道「鎮信流」宗家として全国を駆け
巡っておられますが、平戸には毎月お越しいただいていま
す。凛とした威厳と風格を漂わせながら、とても気さくで
いつも平戸のことを案じておられます。

対談
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☆まちの話題！Photoコーナー

　６月５日、大島村で、
「大島村ふれあい健康福
祉まつり」が行われ、子
どもから高齢者まで、島
民のみなさんが集まり、
にぎわいました。

みなさんの投稿した写真やみなさんの情報で撮った話題を紹介！

▼

ふれあいを大事に

　６月10日、津吉保育
所で「父の日」にちなみ、
園児とそのお父さんたち
が参加した「カレーづく
り」と園児たちのお遊戯
会が行われました。

▼

「父の日」にちなんで

みなさんのみなさんの投稿や投稿や情報情報を
お待ちしています！お待ちしています！
みなさんの投稿や情報を
お待ちしています！

　郵便、FAX、E‐Mailで、氏 名（ふりがな）、年齢、
性別、住所、電話番号、ペンネームまたはイニシャル
を記入の上、広報ひらどを読んだ感想や取り上げてほ
しい話題や記事、平戸市への思い、あなたの身近な出
来事などを書いてご応募ください。
　お便りをいただいた人の中から抽選で５名様に上記
商品をプレゼント。応募締切は７月22日（金）当日消
印有効です。当選の発表は、商品の発送をもって代え
させていただきます。

◎あて先
　〒859‐5192　平戸市岩の上町1508番地3
　市長公室政策推進課秘書広報班
　「市民の声＆読者プレゼントコーナー」係　
　▼F A X 　22‐2419
　▼E-Mail　kouhou@city.hirado.lg.jp
※市ホームページからも投稿することができます。
※個人情報の取り扱いについては、「平戸市個人情報
　保護条例」に基づき適正に行います。なお、プレゼ
　ント発送のために個人情報を商品取り扱い事業者に
　提供いたしますのであらかじめご了承ください。

P R E S E N T S
読者プレゼントコーナー

市民のみなさんからの
おたよりお待ちしています。

　

４
月
に
福
岡
か
ら
平
戸
に
お
嫁
に
来
ま

し
た
。
慣
れ
な
い
環
境
と
、
知
り
合
い
が

い
な
い
心
細
さ
が
あ
り
ま
し
た
が
、
や
っ

と
落
ち
着
い
て
平
戸
ラ
イ
フ
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。

　

先
日
、
天
気
が
よ
か
っ
た
の
で
平
戸
観

光
を
し
よ
う
と
思
い
、
パ
ン
を
片
手
に
交

流
広
場
に
行
き
ま
し
た
。

　

海
風
に
吹
か
れ
目
の
前
の
平
戸
城
を
眺

め
な
が
ら
、「
平
戸
は
い
い
と
こ
ろ
だ
な

〜
」と
パ
ン
に
か
ぶ
り
つ
い
て
い
た
ら「
バ

シ
ッ
」と
頬
を
叩
か
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

手
に
持
っ
て
い
た
パ
ン
も
一
瞬
に
し
て
消

え
て
・
・
・
。
見
事
ト
ン
ビ
に
パ
ン
を
奪

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
ん
な
体
験
初
め
て
で
興
奮
し
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
面
白
い
事
が
あ
り
そ
う
な
平
戸

ラ
イ
フ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

（
さ
け
ち
ゃ
ん　

30
歳
女
性
）

●

　

こ
の
間
の
水
曜
に
平
戸
市
の
陸
上
中
総

体
が
あ
り
ま
し
た
。
当
日
は
、
普
段
よ
り 

ず
い
ぶ
ん
調
子
が
よ
く
、
良
い
結
果
が
出

せ
た
の
で
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

（
あ
ぶ
く
ち
ゃ
ん　

13
歳
男
性
）

●

　

父
の
日
に
墓
参
り
に
行
き
ま
し
た
。
父

ち
ゃ
ん
が
好
き
だ
っ
た
タ
バ
コ
も
、
今
は

高
く
て
買
っ
て
供
え
る
事
も
で
き
ま
せ
ん
。

線
香
だ
け
で
我
慢
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

梅
雨
が
あ
け
れ
ば
、
お
墓
の
周
囲
も
掃

除
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
梅
雨
明
け
し

た
ら
暑
く
な
る
の
も
嫌
で
す
ね
。

（
ふ
た
ば
ち
ゃ
ん　

61
歳
女
性
）

●

　

先
日
、
猶
興
館
高
校
の
生
徒
会
の
み
な

さ
ん
が
、
た
け
だ
ス
ピ
リ
ッ
ツ
の
前
で
東

日
本
の
被
災
地
の
み
な
さ
ん
へ
の
義
援
金

を
募
っ
て
い
ま
し
た
。

　

私
の
娘
は
、
高
校
生
一
万
人
署
名
活
動

の
県
北
メ
ン
バ
ー
で
す
が
、
被
災
後
す
ぐ

の
活
動
は
、
そ
の
募
金
活
動
に
変
わ
り
ま

し
た
。
若
い
人
の
パ
ワ
ー
に
は
、
圧
巻
で

す
。

　

必
ず
し
や
、
そ
の
熱
意
は
、
被
災
地
の

み
な
さ
ん
の
胸
に
ひ
び
く
は
ず
で
す
。

　
（
ち
ー
ち
ゃ
ん
マ
マ　

48
歳
女
性
）

　

●　

　

梅
雨
に
な
り
ま
し
た
。
毎
日
雨
で
、
外

で
も
遊
べ
な
い
し
嫌
だ
な
ぁ
。

　

も
う
す
ぐ
プ
ー
ル
開
き
な
の
で
、
早
く

梅
雨
が
明
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

（
し
ず
く
ち
ゃ
ん　

10
歳
女
性
）

●

　

今
年
も
梅
を
親
戚
か
ら
た
く
さ
ん
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

梅
干
し
、
梅
酒 

、
梅
シ
ロ
ッ
プ
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
漬
け
よ
う
と
思
い
ま
す
。
２
、

３
カ
月
後
が
、
楽
し
み
で
す
。

（
水
た
ま
り　

38
歳
女
性
）

●

　
「
学
ん
で
み
よ
う『
食
』の
大
切
さ
」、
と

て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　

平
戸
は
、
豊
か
な
自
然
と
海
が
あ
る
の

で
、
そ
こ
か
ら
い
ろ
い
ろ
学
べ
る
の
が
魅

力
で
す
ね
。

　

食
べ
る
こ
と
の
大
切
さ
、
そ
し
て
尊
さ

を
子
ど
も
た
ち
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
で

す
。

（
マ
ー
ブ
ル　

25
歳
男
性
）

●

　

子
ど
も
た
ち
が
、
ち
ょ
っ
と
遊
べ
る
よ

う
な
公
園
が
な
い
の
で
つ
く
っ
て
ほ
し
い
。

（
は
や
こ
ち
ゃ
ん　

27
歳
女
性
）

●

【
担
当
課
か
ら
の
回
答
】

　

子
ど
も
が
遊
べ
る
公
園
に
対
す
る
ご
意

見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

市
内
に
は
、
現
在
８
カ
所
の
児
童
遊
園

（
児
童
に
安
全
か
つ
健
全
な
遊
び
場
所
を

提
供
す
る
屋
外
型
の
施
設
）や
６
カ
所
の

都
市
公
園
が
あ
り
ま
す
が
、
い
づ
れ
も
地

理
的
な
条
件
か
ら
階
段
や
段
差
が
多
く
、

公
園
の
規
模
も
小
さ
い
の
が
現
状
で
す
。

「
平
戸
市
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画（
後

期
計
画
）」で
の
ニ
ー
ズ
調
査
で
も
、
公
園

に
つ
い
て
は
、
ご
意
見
を
多
く
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
の
多
く
は
、
公
園
の
利
便
性

や
安
全
面
に
対
す
る
要
望
が
多
か
っ
た
た

め
、
安
全
に
利
用
で
き
る
公
園
整
備
に
重

点
を
置
い
て
推
進
し
て
い
く
こ
と
に
し
て

お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
ご
意
見
に
あ
り

ま
す
、
新
し
い
公
園
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

計
画
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

福
祉
課
子
育
て
支
援
班

　
　
　
　
　
　
　
　
（
☎
内
線
２
５
７
３
）

●

※

こ
の
ほ
か
、
２
通
の
お
便
り
が
あ
り
ま

　

し
た
。

このコーナーは、広報ひらどの読者のみなさん
からの声を伝えるページです。
広報ひらどへの感想、平戸市への思い、
身近な出来事など、
たくさんの声をお寄せください。

c
o
m
m
u
n
ity

市民の声
Ci t i z e n ’ｓ　Vo i c e s
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今回の応募総数は、10通でした。

※プレゼントは、事業所などから提供をいただいています。

▲６月４日に行われた中津良川ほたるまつりからの一コマ

大振りの身から溢れる
　　　　濃厚な海のエキス

「アイガモ農法のコシヒカリ米
　　５kg」を 10名様にプレゼント！
　初夏になると、岩の上町の鞍掛山のふもとで、かわ
いいアイガモが田んぼを泳ぎ回る姿を見ることができ
ます。このアイガモ農法は、アイガモが害虫と雑草を
食べる習性を利用し、農薬を使用せずに安心でおいし
い米を作ることができます。また、アイガモたちが、
田んぼの中を泳ぎ回ることで、くちばしや足ひれの動
きで水中に空気（酸素）を取り入れるなど、アイガモの
一つ一つの行動、習性が稲を育てる環境を良くしてく
れます。松尾さんは、「アイガモ米は、非常に手間が
掛かりますが、大粒で甘みが強く、冷めてもおいしい
お米です」と自信を持って語りました。今回、このア
イガモ米（５kg）を10人にプレゼントします。ぜひこ
の機会に、アイガモたちが丹精込めて育てたコシヒカ
リ米を味わってみませんか。
◎プレゼント品についてのお問い合わせ
　松尾　輝男  （59）
　〒859‐5113　平戸市岩の上町187番地４
　TEL 22-3351　FAX22-5519

※プレゼントの受け渡しは、収穫時期の※プレゼントの受け渡しは、収穫時期の
　9月下旬ごろになります。　9月下旬ごろになります。
※プレゼントの受け渡しは、収穫時期の
　9月下旬ごろになります。

ア
イ
ガ
モ
た
ち
が
育
て
る
コ
シ
ヒ
カ
リ

僕
た
ち
が
お
い
し
い
お
米
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
！



■■活動ＤＡＴＡ■■
活 動 日／毎週火曜日
　バレエ　午後５時30分～午後６時45分
　フラメンコ　午後７時15分～午後８時30分
活動会場／平戸文化センター　リハーサル室
対 象 者／どなたでもＯＫ
連 絡 先／スタジオ☎0956‐22‐0902
　　　　　代表☎090‐1873‐2498
部 員 数／９人
参 加 費／ 4,500円（月額）
代　　表／安永　綾子さん（佐世保市）

大募集！「まちのひとびと」へあなたも投稿しませんか？
募集しています

「大正琴クラブ」「年齢に応じた楽しみ方があります」
　私たち大正琴クラブは、月に２回練習しています。遠く

は佐世保市から活動に参加している人もいます。演奏活動

として、市内の社会福祉協議会や老人保健施設などをボラ

ンティアで訪問したり、市外に演奏訪問に出かけたりする

るほか、各地域の文化祭や大正琴の全国大会にも参加して

ます。昨年は38回の訪問演奏を行いました。昨年の７月

と８月には志々伎町で体験学習を行い、９月の敬老会では

志々伎小学校の児童のみなさんと合

奏しました。

　大正琴は年配者の楽器というイ

メージがありますが、大正琴で演奏

できる曲は、童謡やポップス、演歌、

民謡などと幅広く、年齢を問わず楽

しめます。演奏は難しそうにみえま

すが、練習すればすぐに慣れます。

和の心を奏でる大正琴を一緒に楽し

みませんか。
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「クラブ紹介」
　スポーツ団体や芸能団体など、平戸のまちで活躍するさまざまな団体を紹介します。私たちの活動を紹介して欲しい、
など掲載を希望する団体は下記までご連絡ください。

「なかよしおやこフォト」
発行月にお誕生日を迎える６歳まで（未就学児に限る）のお子さんとそのご両親、またはどちらか一方を募集します。掲
載は、先着２組の家族まで。申込期限は、発行月前の15日です。掲載のご予約は、お気軽に、お早めに。
○応募方法　写真に名前・住所・電話番号・メッセージ、家族紹介文を添えて郵便、またはＥメールにてご投稿ください。
※写真は返却しません。ご投稿いただいた作品は必ずしも掲載とは限りませんのでご了承ください。

あて先　〒859-5192　平戸市岩の上町1508番地３　市長公室秘書広報班　E-Mail kouhou@city.hirado.lg.jp

vol.
　13

なかなか
よしよしおやこおやこ

フォトフォト

なか
よしおやこ

フォト
おやこ
フォト

ひ
らど

「アラベスク」「基本から学んで楽しく踊りましょう！」
　私たちアラベスクは、今年の５月から新たに平戸で活動

を始めたばかりです。アラベスクの活動は佐世保市で始め

て今年で20年目になります。平戸では、毎週火曜日にバ

レエとフラメンコの教室があり、現在、バレエ教室には小

学生１人、フラメンコ教室には大人８人が在籍しています。

　クラシックバレエは舞踊の基礎となるので、継続するこ

とで筋肉の強化や体の柔軟性を高めて体のゆがみを整える

効果もあるといわれます。レッスンでは、

ゆっくり時間をかけて体の柔軟性を高め

てバレエを踊ります。情熱の踊りフラメ

ンコは、手の動き、足の動きの基礎を覚

えながら、少しずつ曲にのって踊れるよ

うに練習しています。フラメンコは、踊

る人の個性を表に出して体で表現するの

で、同じ踊りでも違いが出ます。ダンス

が未経験でも気軽に始められます。興味

のある人はご連絡ください。

■■活動ＤＡＴＡ■■
活 動 日／毎月第１月曜日（午後１時～４時）
　　　　　第３月曜日
　　　　　（午前10時～ 12時、午後１時～２時）
活動会場／田平町民センター
対 象 者／興味のある人はどなたでも
連 絡 先／教委田平分室　☎57-0207
部 員 数／ 13人
参 加 費／ 2,000円
代　　表／岡　　豊子さん（田平町深月免）

白石　光さん・真理子さん  （生月町南免）

真央ちゃん（H20.７.11生）真惟ちゃん（H20.７.11生）

「いつまでも２人仲良しでいてね」　

■呼び方 「まおちゃん　まいちゃん」

■好きな遊び 「三輪車・すべり台」

■興味を持ち始めたこと 「料理や掃除のお手伝い」

■天使のしぐさ 「満面の笑顔」

　７月で３歳になる２人はお外が大好き。三輪車に
乗ったりボール遊びをしたり、まるで男の子。最近
のお気に入りは公園巡り！パパとあちこちの公園に
行っては、すべり台やブランコに夢中になっている
みたいです。そんな２人も、近頃は料理のお手伝い
やフリルのついたスカートを好んで着たり、お花を
摘んだり、少し女の子っぽいところも出てきました。
　これからも大好きなおじいちゃんとおばあちゃん
にかわいがられて、明るく優しい女の子に成長してね。

「お兄ちゃん、お姉ちゃんに続け！」

■呼び方 「ひろむ」

■好きな遊び 「はいはいで家中散策」

■興味を持ち始めたこと 「目に入るもの全てに興味津々」

■天使のしぐさ 「笑顔で“ばいばい”と手を振ること」

　「強い心を持って自分の人生を切り開いて欲しい」
との願いをこめて、拓と名づけました。最近は、は
いはいとつかまり立ちがぐんぐん上達しています。
目的を定めると、速いスピードのはいはいで突進し
ます。お兄ちゃん似の好奇心旺盛さ、お姉ちゃん似
の慎重さを併せ持った拓は、独り立ちを支えている
手をはねのけ、自分で立とうとしています。
　お兄ちゃんとお姉ちゃんは、空手を始めました。
拓も、大きくなったら一緒に行こうね！

しらいし　　ひかる ま　り　こ

ま　お ま　い

　山 直樹さん ・

 剛くん（H18.10.20生）・心ちゃん（H20.4.7生）（紐差町）

かたやま なお き ひろ み ひろむ

こころ

裕美さん ・拓くん（H22.7.19生）
つよし
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牛　

ギ
ュ
！
婚
活

W
ater Project Inform

ation

Water Project Information

水
道
水
は
ど
こ
か
ら
や
っ
て
く
る
の
？

◎
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
運
行
時
刻
表

　

平
戸
文
化
セ
ン
タ
ー（
午
前
９
時
発
）

←

　

平
戸
浄
水
場（
午
前
９
時
15
分
着
）

　

施
設
見
学（
40
分
間
）

←

　

阿
奈
田
浄
水
場（
午
前
10
時
35
分
着
）

　

施
設
見
学（
40
分
間
）、
阿
奈
田
ダ
ム
見

　

学
お
よ
び
昼
食
・
周
辺
散
策（
１
時
間
）

←

　

箕
坪
ダ
ム（
午
後
１
時
５
分
着
）

　

箕
坪
ダ
ム
見
学（
20
分
間
）

←

　

平
戸
文
化
セ
ン
タ
ー（
午
後
２
時
着
）

　　

阿
奈
田
ダ
ム
や
阿
奈
田
浄
水
場
な
ど
を

見
学
し
、
水
の
大
切
さ
を
学
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。

○
と　

き　

８
月
２
日（
火
）午
前
９
時
〜

　

午
後
２
時（
雨
天
決
行
）

○
見
学
内
容　

平
戸
浄
水
場（
古
江
町
）、

　

箕
坪
ダ
ム（
主
師
町
）、
阿
奈
田
浄
水
場

　

お
よ
び
阿
奈
田
ダ
ム（
大
川
原
町
）の
施

　

設
見
学
を
行
い
ま
す
。

○
対
象
者　

市
内
在
住
者（
小
学
３
年
生

　

以
下
の
参
加
の
場
合
は
、
必
ず
保
護
者

　

が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
）

○
募
集
人
数　

50
人（
先
着
順
）

○
募
集
締
切
日　

７
月
25
日（
月
）

○
申
込
方
法　

７
月
４
日（
月
）か
ら
水
道

　

局
へ
お
電
話
で
お
申
し
込
み
を
お
願
い

　

し
ま
す
。
申
込
は
先
着
順
と
し
、
定
員

　

に
達
し
次
第
締
切
ま
す
。

○
参
加
料　

無
料(

昼
食
・
飲
み
物
な
ど

　

は
各
自
で
用
意
し
て
く
だ
さ
い)

○
集
合
場
所　

平
戸
文
化
セ
ン
タ
ー
玄
関

　

前
に
午
前
８
時
40
分
ま
で
に
集
合
。

阿
奈
田
ダ
ム
な
ど
水
道
施
設

見
学
バ
ス
ツ
ア
ー
を
開
催

　　

市
内
の
浄
水
場
を
一
般
公
開
し
ま
す
。

暮
ら
し
を
支
え
る「
水
」を
も
っ
と
身
近

に
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

○
と　

き　

８
月
１
日（
月
）〜
５
日　

　
（
金
）　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

○
と
こ
ろ　

　

・
平
戸
浄
水
場（
古
江
町
）

　

・
阿
奈
田
浄
水
場（
大
川
原
町
）

○
内　

容　

水
道
施
設
を
見
学
し
、
蛇
口

　

を
ひ
ね
れ
ば
、
い
つ
で
も
使
え
る
水
が
、

　

ど
う
や
っ
て
つ
く
ら
れ
る
の
か
。

　
　

家
庭
や
学
校
へ
は
、
ど
の
よ
う
に
し

　

て
安
定
的
に
供
給
さ
れ
る
の
か
、
そ
の

　

過
程
を
見
学
す
る
こ
と
で
、
限
り
あ
る

　

水
の
大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
対
象
者　

市
内
在
住
者
な
ら
ど
な
た
で

　

も
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
小

　

学
生
以
下
の
見
学
の
場
合
は
、
必
ず
保

　

護
者
が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
）

○
申
込
締
切
日　

７
月
29
日（
金
）

○
申
込
方
法　

事
前
に
水
道
局
へ
お
電
話

　

で
お
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

８
月
１
日（
月
）か
ら
７
日（
日
）の「
水
の
週
間
」に
ち
な
ん
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浄
水
場
と
水
道
施
設
の
見
学
バ
ス
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
す
。

平
戸
・
阿
奈
田
浄
水
場
を

一
般
公
開
し
ま
す

▲阿奈田ダム
　周囲には、植栽されている桜やツツジ
の木などが、四季を感じさせてくれます。

□
お
問
い
合
わ
せ

　

平
戸
市
水
道
局　

☎
22-

３
８
３
８

▲阿奈田浄水場
　市内で一番新しく平成23年２月に完
成した施設です。

▲平戸浄水場
　市内で一番浄水処理能力が大きい施
設です。

参 加 者 募 集

「平戸　　　　 のすすめ」「平戸　　　　 のすすめ」
　　　　　　　　　　　　
「平戸　　　　 のすすめ」

　平戸地域めぐりあい協議会では、結婚を希望する独身男女へ出会いの場などを提供するため、
たくさんの人と出会える大人数でのイベントや、興味はあるけど堅苦しいのは苦手なあなたのた
めのプチ婚活イベントなどを開催します。お一人での参加はもちろん、友達同士でお気軽にご参
加ください。

　　　

焼
肉
店
の
個
室
で
、
平
戸
牛
を
堪

能
し
な
が
ら
気
軽
に
出
会
い
を
楽
し

み
ま
す
。　

○
と　

き　

７
月
16
日（
土
）午
後
７

　

時
〜
午
後
９
時

○
と
こ
ろ　

　

焼
肉
市
山（
築
地
町
）

○
募
集
人
数　

　

男
性
５
人
・
女
性
５
人

○
参
加
費　

男
性　

５
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　

女
性　

３
，
０
０
０
円

○
参
加
資
格　

男
女
と
も
30
歳
代
を

　

中
心

○
申
込
締
切
日　

７
月
13
日（
水
）午

　

後
５
時
締
切

　　　

自
然
の
中
を
歩
き
な
が
ら
語
ら
い

ま
す
。
ウ
ォ
ー
ク
の
後
は
ア
ウ
ト
ド
ア

料
理
を
一
緒
に
作
り
い
た
だ
き
ま
す
。

○
と　

き　

９
月
23
日（
金
・
祝
）午

　

前
９
時
〜
午
後
３
時

○
と
こ
ろ　

　

京
崎
公
園
、
宝
亀
教
会
周
辺（
宝

　

亀
町
）

○
募
集
人
数　

　

男
性
10
人
・
女
性
10
人

○
参
加
費　

男
性
３
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　

女
性
３
，
０
０
０
円

○
参
加
資
格　

男
女
と
も
25
歳
〜
45

　

歳
く
ら
い
ま
で　

○
申
込
締
切
日　

９
月
12
日（
月
）午

　

後
５
時
締
切

　　　

平
戸
瀬
戸
を
望
む
ホ
テ
ル
の
テ
ラ

ス
で
、
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
と
出
会
い
を

楽
し
み
ま
す
。

○
と　

き　

８
月
20
日（
土
）午
後
７

　

時
〜
午
後
９
時

○
と
こ
ろ　

　

サ
ム
ソ
ン
ホ
テ
ル（
田
平
町
）

○
募
集
人
数　

　

男
性
５
人
・
女
性
５
人

○
参
加
費　

男
性
３
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　

女
性
３
，
０
０
０
円

○
参
加
資
格　

　

男
性　

30
歳
代
〜
40
歳
代

　

女
性　

20
歳
以
上　
　
　
　
　
　

○
申
込
締
切
日　

８
月
15
日（
月
）午

　

後
５
時
締
切

３

２

１

エ
コ
・
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
で

婚
活
大
作
戦

ビ
ー
ル
Ｄ
Ｅ
大
人
の
婚
活

応募方法

　住所、氏名、生年月日、職業、連絡
先（携帯電話）、Eメールアドレス（携帯
電話またはパソコン）を明記の上、ハ
ガキかFAXまたはEメールでご応募く
ださい。応募いただいた人には、後日
改めて案内を送付します。

■お申し込み・お問い合わせ先
市企画課内
「平戸市地域めぐりあい協議会事務局」　
☎内線2336　
ＦＡＸ　22－5178
Ｅ‐メール
　seisakukikaku@city.hirado.lg.jp

※お寄せいただいた個人情報を本イベント以外

　の目的では利用することはありません。

※写真はイメージです。
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７月10日（日）７月10日（日）

８月19日（金）８月19日（金）

９月10日（土）９月10日（土）

10月12日（水）10月12日（水）

11月10日（木）11月10日（木）

12月６日（火）12月６日（火）

１月11日（水）１月11日（水）

２月10日（金）２月10日（金）

３月11日（日）３月11日（日）

平戸市離島開発センター（北部公民館）平戸市離島開発センター（北部公民館）

サンケア平戸（平戸市保健センター）サンケア平戸（平戸市保健センター）

平戸市離島開発センター（北部公民館）平戸市離島開発センター（北部公民館）

平戸市離島開発センター（北部公民館）平戸市離島開発センター（北部公民館）

田平町福祉保健センター田平町福祉保健センター

生月支所生月支所

平戸市離島開発センター（北部公民館）平戸市離島開発センター（北部公民館）

サンケア平戸（平戸市保健センター）サンケア平戸（平戸市保健センター）

平戸市離島開発センター（北部公民館）平戸市離島開発センター（北部公民館）

午前10時 ～ 正午、午後１時 ～ 午後３時午前10時 ～ 正午、午後１時 ～ 午後３時

午前10時 ～ 正午午前10時 ～ 正午

午前10時 ～ 正午、午後１時 ～ 午後３時午前10時 ～ 正午、午後１時 ～ 午後３時

午前10時 ～ 正午、午後１時 ～ 午後３時午前10時 ～ 正午、午後１時 ～ 午後３時

午後１時 ～ 午後３時午後１時 ～ 午後３時

午前10時 ～ 正午午前10時 ～ 正午

午前10時 ～ 正午、午後１時 ～ 午後３時午前10時 ～ 正午、午後１時 ～ 午後３時

午前10時 ～ 正午午前10時 ～ 正午

午前10時 ～ 正午、午後１時 ～ 午後３時午前10時 ～ 正午、午後１時 ～ 午後３時

開催日開催日 開　催　場　所開　催　場　所 開　催　時　間開　催　時　間
７月10日（日）

８月19日（金）

９月10日（土）

10月12日（水）

11月10日（木）

12月６日（火）

１月11日（水）

２月10日（金）

３月11日（日）

平戸市離島開発センター（北部公民館）

サンケア平戸（平戸市保健センター）

平戸市離島開発センター（北部公民館）

平戸市離島開発センター（北部公民館）

田平町福祉保健センター

生月支所

平戸市離島開発センター（北部公民館）

サンケア平戸（平戸市保健センター）

平戸市離島開発センター（北部公民館）

午前10時 ～ 正午、午後１時 ～ 午後３時

午前10時 ～ 正午

午前10時 ～ 正午、午後１時 ～ 午後３時

午前10時 ～ 正午、午後１時 ～ 午後３時

午後１時 ～ 午後３時

午前10時 ～ 正午

午前10時 ～ 正午、午後１時 ～ 午後３時

午前10時 ～ 正午

午前10時 ～ 正午、午後１時 ～ 午後３時

開催日 開　催　場　所 開　催　時　間

健康・福祉いきいき通信 健康・福祉いきいき通信

健康・福祉

いきいき通信

　平成22年度の市内の出生数は229人で、平成21年度の250人から減少してい
ます。地区別で見ると、平戸北部地区92人・平戸中部地区27人・平戸南部地区
24人・生月地区20人・田平地区59人・大島地区７人となっており、地域によっては、
近所に子どもがおらず、相談できる先輩ママがいない、核家族のため家庭内で相
談ができないなど、子育てについて一人で悩んでいるケースも増加しています。
　また、市外から転入し、周りに知り合いもなく、育児不安を訴えるママも増えて
います。このような現状から、安心して子どもを産み育てることができるよう市では、
地域の助産師さんと連携し、妊婦相談や母子健康相談、乳児の訪問を行っています。
【お問い合わせ】
　　保健センター保健サービス班　☎28-1000

平戸市の出生数と育児の現状

母
子
健
康
相
談

母
子
保
健
推
進
員

離
島
地
域
安
心
出
産
支
援
事
業

▼妊婦相談（Ｓｕｎ☀ＭａＭａひろば）日程表

妊
婦
相
談（
Ｓ
ｕ
ｎ
☀
Ｍ
ａ
Ｍ
ａ
ひ
ろ
ば
）を
利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

母
子
健
康
相
談
は
、
お
子
さ
ん
の
発
育

や
子
育
て
に
関
し
て
、
各
地
区
に
お
い
て

保
健
師
や
助
産
師
、
栄
養
士
な
ど
の
ス

タ
ッ
フ
が
、
個
別
に
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
母
子
健
康
相
談
は
、
お
お
む
ね
２

カ
月
か
ら
１
歳
前
後
の
赤
ち
ゃ
ん
と
お
母

さ
ん
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
が
、
お
子
さ

ん
を
預
か
っ
て
い
る
人
や
パ
パ
も
一
緒
に
参

加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
妊
婦
さ
ん
が
、
先
輩
マ
マ
か
ら

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
っ
た
り
、
赤
ち
ゃ
ん

と
触
れ
合
う
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
、
年

に
６
回
、
母
子
健
康
相
談
日
に
合
わ
せ
、

妊
婦
相
談（
Ｓ
ｕ
ｎ
☀
Ｍ
ａ
Ｍ
ａ
ひ
ろ
ば
）

と
同
時
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

※

日
程
に
つ
い
て
は
、
母
子
保
健
事
業

　
　

日
程
表
、
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　　

市
内
に
は
、
市
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
23
人

の
母
子
保
健
推
進
員
が
い
ま
す
。
乳
幼
児

健
診
の
お
手
伝
い
や
母
子
健
康
相
談
や
妊

婦
相
談
な
ど
の
連
絡
を
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
身
近
な
相
談
役
と
し
て
、
お
母

さ
ん
と
お
子
さ
ん
の
健
康
や
子
育
て
を
応

援
し
て
い
ま
す
。

　　

市
内
の
離
島（
大
島
・
度
島
・
高
島
）に

住
所
を
有
す
る
妊
婦
に
対
し
て
、
左
記
の

場
合
に
そ
の
経
費
の
助
成
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

①
出
産
に
備
え
事
前
に
離
島
地
域
以
外
で

　

待
機
す
る
際
に
要
し
た
宿
泊
費（
食
費

　

を
除
く
）お
よ
び
交
通
費
。

②
医
師
が
必
要
と
認
め
て
離
島
地
域
以
外

　

の
医
療
機
関
で
週
に
１
回
程
度
受
診
す

　

る
健
診（
公
費
負
担
の
14
回
分
の
妊
婦

　

健
診
に
限
る
）の
際
の
交
通
費
。

③
離
島
地
域
以
外
の
医
療
機
関
に
や
む
を

　

得
ず
緊
急
に
移
送
さ
れ
た
場
合
の
移
送

　

費
。
た
だ
し
、
妊
婦
の
担
当
医
師
な
ど

　

の
指
示
に
よ
る
も
の
に
限
る
。

　

※

詳
細
に
つ
い
て
は
、
福
祉
課
子
育
て

　
　

支
援
班
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　　

生
後
３
カ
月
ま
で
の
新
生
児
や
乳
児
の

い
る
す
べ
て
の
家
庭
を
訪
問
し
、
子
育
て
に

つ
い
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
不
安
や
悩
み
の
相
談

に
応
じ
、
子
育
て
支
援
に
関
す
る
情
報
も

お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
で
出
生
届
を
提
出
し
た
際
に
は
、

同
時
に｢

乳
児（
新
生
児
）訪
問
連
絡
票｣

に

記
入
提
出
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
そ
の

後
、
保
健
師
や
助
産
師
が
お
母
さ
ん
と
訪

問
の
日
程
に
つ
い
て
お
電
話
で
調
整
し
て
い

ま
す
。

　

市
外
で
、
出
生
届
を
提
出
し
た
場
合
は
、

直
接
保
健
セ
ン
タ
ー
、
ま
た
は
各
支
所
市

民
協
働
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
出
産
の
た
め
平
戸
に
里
帰
り
し

て
い
る
市
外
の
人
も
、
ご
希
望
が
あ
れ
ば

訪
問
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　　

す
べ
て
の
妊
婦
さ
ん
が
、
お
産
に
つ
い
て

の
知
識
や
妊
娠
中
の
過
ご
し
方
に
つ
い
て
知

る
こ
と
で
、
安
心
し
て
出
産
に
臨
み
、
自

分
の
納
得
の
い
く
お
産
を
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
、
市
内
の
助
産
師
有
志
に
よ
る

『
平
戸
さ
ん
ば
の
会
』に
委
託
し
て
妊
婦
相

談（
Ｓ
ｕ
ｎ
☀
Ｍ
ａ
Ｍ
ａ
ひ
ろ
ば
）を
毎
月

１
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

妊
婦
さ
ん
は
何
回
目
の
妊
娠
で
あ
っ
て

も
身
体
の
状
態
や
お
産
の
有
様
は
毎
回
違

い
ま
す
か
ら
、
初
め
て
の
お
産
で
な
く
と

も
、
不
安
が
大
き
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
経
験
豊
か
な
助
産
師
に
よ
る
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
て
、
出
産
に
対
し
て
の
不
安

を
少
し
で
も
軽
減
し
、
自
信
を
持
っ
て
子

育
て
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
妊
婦

相
談（
Ｓ
ｕ
ｎ
☀
Ｍ
ａ
Ｍ
ａ
ひ
ろ
ば
）を
利

用
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

妊
婦
さ
ん
だ
け
で
な
く
、
パ
パ
に
な
る

人
も
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

子どもを
安心して産み育てる
地域を目指して

vol.13

▲助産師、保健師、看護師が家庭を訪
問し、相談を受けます。

▲子どものことだけでなく、お母さん自
身の健康にも相談に乗っています。

▲私たち「平戸さんばの会」が相談を受け
つけています。気軽に声をかけてください。

　

市
内
に
出
産
施
設
が
な
く
な
っ
た
こ

と
で
、
妊
婦
が
お
産
に
対
し
て
不
安
を

抱
え
て
い
な
い
か
、
何
か
助
産
師
と
し

て
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と
の
思
い
か

ら
、
助
産
師
の
有
志
で
、｢

平
戸
さ
ん
ば

の
会｣

を
結
成
し
ま
し
た
。

　

会
で
は
、
出
産
の
実
態
を
把
握
す
る

た
め
に
乳
児
健
診
な
ど
で
出
産
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
な
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
多
く
の
お
母
さ
ん
が
安
心
で
安

全
な
お
産
を
望
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か

り
、
市
か
ら
の
委
託
を
受
け
妊
婦
相
談

を
始
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

妊
婦
相
談
は
、
妊
婦
が
出
産
、
育
児

を
太
陽
の
よ
う
に
明
る
く
笑
顔
で
過
ご

せ
た
ら
と
の
思
い
か
ら
愛
称
を「
Ｓ
ｕ

ｎ
☀
Ｍ
ａ
Ｍ
ａ
ひ
ろ
ば
」と
し
て
い
ま

す
。

妊
娠
か
ら
育
児
ま
で
の

　

ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
ま
す

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
事
業

サ　

ン

マ　

マ



平戸市からのお知らせ

通報通報通報 対応対 応対応

医療機関など
の受診

販売店・製造業者・
消費生活相談窓口

原因究明・確認・調査・改善

情報

提供

情報提供

～通報後の対応～
・証拠品は捨てずに保管
・現場の情報を記録
　（写真・動画など）

製品に欠陥がある場合は、製造業者へ
損害賠償責任を問うことができます。

対応連絡

通
報

事故後の対応を検討し消費者
へ連絡・報告を行う。

事故発生！
消 費 者消 費 者消 費 者

　

メ
ジ
ロ
の
捕
獲
・
飼
養
に
つ
い
て

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
農
林
課
畜
産
班

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
２
５
７

募　

集

申
・
問
シ
ー
ラ
イ
フ
ひ
ら
ど

　
　
　

☎
23
‐
８
３
５
１

ア
ル
バ
イ
ト
を
募
集
し
ま
す

問
市
民
課
生
活
環
境
班

　

☎
内
線
２
５
２
９

「
夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動
」が

実
施
さ
れ
ま
す

問
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
推
進
班

　

☎
内
線
２
６
２
４

パ
ソ
コ
ン
講
師
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す

消　　　費消　　　費

生　　　活生　　　活 身近なトラブル「製品事故」身近なトラブル「製品事故」身近なトラブル「製品事故」

◎
製
品
事
故
の
現
状

　

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
の
調
べ
で
は
、
毎

年
全
国
か
ら
約
90
万
件
程
の
相
談
が
寄
せ

ら
れ
、
そ
の
内
で
１
万
件
程
が
製
品
に
関

す
る
相
談
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
数
字
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
ほ
か

の
相
談
に
比
べ
る
と
圧
倒
的
に
少
な
い
の

が
現
状
で
す
。

　

事
故
事
例
１

　

就
寝
中
に
扇
風
機
か
ら
出
火
し
て
火
災

が
起
こ
り
、
寝
室
を
焼
失
し
た

　

数
年
間
使
用
し
て
き
た
扇
風
機
の
部
品

が
劣
化
し
、
異
常
に
熱
を
持
っ
て
し
ま
い

発
煙
・
発
火
し
た
ケ
ー
ス
で
す
。

　

現
在「
長
期
使
用
製
品
安
全
表
示
制
度
」

に
よ
り
、
設
計
上
の
標
準
使
用
期
間
と
経

年
劣
化
に
よ
る
注
意
喚
起
の
表
示
が
義
務

化
さ
れ
て
い
ま
す
。
使
用
の
際
は
、
異
常

音
や
異
臭
が
す
る
場
合
は
、
直
ち
に
使
用

を
中
止
し
、
製
造
会
社
や
購
入
し
た
お
店

へ
問
い
合
わ
せ
ま
し
ょ
う
。

　　

事
故
事
例
２

　

車
中
で
た
ば
こ
に
簡
易
ラ
イ
タ
ー
で
火

を
つ
け
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
ノ
ズ
ル
で

は
な
い
部
分
か
ら
火
が
出
た

　

高
温
の
場
所
に
置
い
て
い
た
た
め
、
ラ

イ
タ
ー
内
の
気
圧
が
上
昇
し
接
合
部
分
か

ら
漏
れ
た
ガ
ス
に
着
火
し
た
際
の
炎
が
引

　私たち消費者は、毎日多くの製品に囲まれ生活をしていますが製品事故はいつでも、どこでも、だれにでも起
こり得ることです。これら製品は消費者の声をもとに企業や公共団体の努力によって安全が確保されています。
　しかし、中には予期せぬ事故に遭遇することがあります。今回は、この製品事故についてご紹介します。この
ような事故が起こったとき消費者は何をすべきか考えてみましょう。

火
し
た
も
の
で
す
。

　

夏
の
車
内
は
、
ピ
ー
ク
時
で
60
℃
ま
で

上
昇
し
ま
す
。
ガ
ス
を
使
用
し
た
製
品
は
、

高
温
に
弱
く
、
車
内
の
よ
う
な
密
閉
さ
れ

た
熱
が
こ
も
り
易
い
場
所
で
は
危
険
性
が

増
し
ま
す
。

　

事
故
事
例
３

　

カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
を
２
台
並
べ
、
そ
の

上
に
鉄
板
を
置
き
使
用
し
た
と
こ
ろ
、
カ

セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
が
爆
発
し
た

　

カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
が
鉄
板
の
放
射
熱
で

過
熱
さ
れ
た
ボ
ン
ベ
内
の
気
圧
が
異
常
に

上
昇
し
、
爆
発
し
た
も
の
で
す
。

　

カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
の
よ
う
な
、
液
化
ガ

ス
な
ど
を
使
用
し
た
製
品
は
、
火
気
や
熱

気
の
あ
る
と
こ
ろ
へ
近
づ
け
る
と
ボ
ン
ベ

内
部
の
液
化
ガ
ス
の
気
圧
が
上
昇
し
爆
発

す
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
使
用
方
法
を
誤
る
と
重
大
な
事

故
へ
つ
な
が
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
使
用

前
に
は
必
ず
注
意
書
き
を
確
認
し
使
用
方

法
を
正
し
く
守
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

◎
事
故
対
応
に
つ
い
て

　　

事
故
が
発
生
し
た
場
合
、
消
費
者
か
ら

の
申
し
出
を
も
と
に
、
製
造
業
者
や
販
売

会
社
・
調
査
機
関
が
事
故
の
調
査
・
分
析

を
行
な
い
、
各
関
係
機
関
や
関
係
省
庁
へ

事
故
情
報
と
し
て
報
告
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
重
大
事
故
の
場
合
は
直
ち
に
消

費
者
庁
へ
の
報
告
が
行
わ
れ
、
未
然
の
事

故
防
止
や
注
意
喚
起
の
た
め
、
事
故
の
公

表
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
事
故
が
発
生
し
た
場
合
、

消
費
者
が
事
故
に
つ
い
て
申
し
出
を
す
る

こ
と
で
、
よ
り
安
全
性
の
高
い
商
品
を
作

る
貴
重
な
情
報
と
な
り
ま
す
。

■
製
品
事
故
発
生
時
の
対
応
の
流
れ

○
お
問
い
合
わ
せ

　

市
民
課
市
民
総
合
相
談
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
５
３
０

【
捕
獲
】メ
ジ
ロ
の
捕
獲

　

メ
ジ
ロ
の
捕
獲
に
は
市
長
の
捕
獲
許
可
が
必

要
で
す
。
野
生
の
鳥
や
獣
を
捕
ま
え
て
飼
う
こ

と
は
原
則
と
し
て
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
メ

ジ
ロ
の
愛
が
ん
目
的
に
限
り
、
捕
獲
が
認
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

無
許
可
で
捕
獲
を
行
う
と
、
法
律
で
罰
せ
ら

れ
ま
す
の
で
、
必
ず
捕
獲
許
可
申
請
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
過
去
５
年
以
内
に
愛
が
ん
飼
養
の

た
め
の
捕
獲
許
可
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
人
は

捕
獲
で
き
ま
せ
ん
。

○
捕
獲
対
象
鳥
獣　

メ
ジ
ロ（
１
世
帯
に
１
羽
）

○
捕
獲
許
可
期
間　

７
月
１
日（
金
）〜
平
成

　

24
年
２
月
29
日（
水
）

○
捕
獲
の
方
法　

と
り
も
ち
、
落
と
し
か
ご

○
捕
獲
許
可
区
域　

市
内
全
域（
道
路
、
公
園
、

　

社
寺
境
内
、
墓
地
お
よ
び
鳥
獣
保
護
区
な
ど

　

を
除
く
）

○
申
請
窓
口　

農
林
課
ま
た
は
各
支
所
産
業
建

　

設
課

○
鳥
獣
飼
養
登
録
手
数
料

　

１
羽
に
つ
き　

３
，
４
０
０
円

【
飼
養
】メ
ジ
ロ
を
飼
っ
て
い
る
人

　

毎
年
、
農
林
課
ま
た
は
各
支
所
産
業
建
設
課

で
登
録
の
更
新
申
請
が
必
要
で
す
。

　

登
録
期
間
内
に
メ
ジ
ロ
と
鳥
獣
飼
養
登
録
票
、

印
か
ん
、
登
録
手
数
料
３
，
４
０
０
円
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

　

７
月
11
日（
月
）か
ら
20
日（
水
）ま
で
の
10

日
間
、「
夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動
」が
実
施
さ

れ
ま
す
。

　

市
民
の
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー

ル
を
守
り
、
交
通
マ
ナ
ー
の
向
上
に
努
め
て
、

子
ど
も
と
高
齢
者
に
優
し
い
交
通
環
境
づ
く
り

に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

○
重
点
実
施
項
目

　

▼
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

　

▼
飲
酒
運
転
の
根
絶

　

▼
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ

　
　

ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

　

パ
ソ
コ
ン
操
作
の
技
術
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
い
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
パ
ソ
コ
ン
の
操

作
方
法
と
講
師
に
な
る
た
め
の
養
成
講
座
を
開

催
し
ま
す
。

○
と　

き

　

８
月
18
日（
木
）〜
９
月
13
日（
火
）

　

毎
週
火
・
木
曜
日　

全
８
回

　

午
後
７
時
〜
９
時

○
と
こ
ろ　

平
戸
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

○
内　

容　

最
新
の
パ
ソ
コ
ン
操
作
や
教
え
方

　

の
コ
ツ
か
ら
、
講
師
と
し
て
の
心
構
え
ま
で

　

を
、
演
習
を
交
え
な
が
ら
習
得
し
て
い
き
ま

　

す
。

○
対
象
者　

　

①
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
な
ど
、
ひ
と
通
り
の

　
　

パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き
る
人

　

②
講
座
修
了
後
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア（
有
償
）と

　
　

し
て
活
動
で
き
る
人

○
募
集
人
数　

20
人

○
募
集
締
切
日　

７
月
29
日（
金
）

○
申
込
方
法　

生
涯
学
習
課
、
各
分
室
、
各
公

　

民
館
に
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に
記
入
し
、

　

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

　

シ
ー
ラ
イ
フ
ひ
ら
ど
で
は
、
夏
休
み
期
間
中

プ
ー
ル
監
視
な
ど
に
従
事
で
き
る
ア
ル
バ
イ
ト

を
募
集
し
ま
す
。

○
勤
務
内
容　

プ
ー
ル
の
監
視
お
よ
び
清
掃

○
勤
務
資
格　

18
才
以
上（
高
校
生
不
可
）

○
勤
務
期
間　

夏
休
み
期
間
中（
７
月
21
日
〜

　

８
月
31
日
）お
よ
び
７
月
の
土
曜
と
日
曜

○
勤
務
条
件　

１
日
６
時
間（
週
29
時
間
）・
週

　

休
２
日
・
時
給
７
０
０
円

※

土
曜
、
日
曜
、
お
盆
に
出
勤
で
き
る
人

広報ひらど 平成23年７月号 24Hirado City Public Relations,2011.725

　６月４日、５日の両日、長崎市で行われた「県高等学校総合体
育大会」の男子個人組手で、猶興館高校の橋口龍三さん（３年、
生月町南免）が優勝しました。「決勝戦は、負けたくないという気
持ちが強く、全力を出し切りました」と橋口さん。７月から青森
県で開催されるインターハイに向けて、練習に励んでいます。「出
場するからには、優勝を目指します。応援してくれる人たちの期
待に応えたいです」と意気込みを語ってくれました。

おめでとう！県高総体優勝・空手男子個人組手
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募　

集問
企
画
課
協
働
ま
ち
づ
く
り
班

　

☎
内
線
２
３
３
３

や
ら
ん
ば
市
民
活
動
モ
デ
ル
事
業（
２
次
）

の
募
集
に
つ
い
て

問
企
画
課
協
働
ま
ち
づ
く
り
班

　

☎
内
線
２
３
３
３

各
種
市
民
活
動
支
援
事
業
の

採
択
団
体
を
決
定
し
ま
し
た

交付額支 援 事 業 名 事　　業　　名 団　　体　　名
やらんば市民活動モデル事業（委託料）

市民力アップ支援事業

国際交流振興事業

商店街交流拠点事業「ひらどほっとステーション」
神浦重要伝統的建造物群保存地区における
活動拠点の整備及び地域活性化のための活用
平戸・釜山少年サッカー交流事業
おいでよ、オープンカフェに！！
見る来公園コミュニティ活性化事業
傾聴によるボランティア活動の推進及び拡大
「ぼくピンチなんです！」中部公演
美しい自然と共有するまちづくり事業
釜田川河川公園プロジェクト
特産品開発事業
田平地区商店街活性化事業
活き活きまちづくり事業

「ひらどほっとステーション」プロジェクト実行委員会

特定非営利活動法人文化財匠塾平戸支部

平戸市サッカー協会
志々伎ヒューマンネットワーク
津吉あかるくらぶ
平戸あゆみの会
中部地区子ども劇場実行委員会
ママ・ファーム
釜田川クリーン倶楽部
シモン芋の会
お笑い商女一座
平戸市商工会女性部大島支部

200,000円

4,199,000円

476,000円
298,000円
909,000円
128,000円
275,000円
100,000円
498,000円
158,000円
231,000円
338,000円

　

観
光
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

　　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
観
光
課
観
光
振
興
班

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
２
７
３

募　

集

　

公
営
住
宅
の
入
居
者
を

　

募
集
し
ま
す

　
　
　
　
　
　

申
・
問
都
市
計
画
課
総
務
住
宅
班

　　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
２
８
４

地域コミュニティ

活動推進事業

平戸地区

生月地区

田平地区

大島地区

　
　

祉
課
・
長
寿
保
険
課
）

　

⑦
自
由
提
案（
業
務
所
管
課
）

○
応
募
資
格　

応
募
対
象
団
体
は
、
公
益
活
動

　

を
行
う
団
体
や
自
治
会
、市
民
活
動
団
体（
Ｎ

　

Ｐ
Ｏ
な
ど
）ま
た
は
民
間
企
業
で
、
次
の
要

　

件
に
該
当
す
る
も
の

　

①
公
益
活
動
を
行
う
団
体
で
あ
る
こ
と

　

②
市
内
に
活
動
拠
点
が
あ
る
こ
と

　

③
事
業
の
企
画
か
ら
実
施
、
運
営
、
完
了
ま

　
　

で
実
行
で
き
る
こ
と

　

④
政
治
・
宗
教
活
動
な
ど
を
目
的
と
し
て
い

　
　

な
い
こ
と

○
対
象
経
費　

事
業
実
施
に
必
要
な
経
費

○
委
託
料　

１
０
０
万
円
以
内（
１
団
体
当
た

　

り
）

○
選
定
方
法　

事
業
の
選
定
は
、
応
募
団
体
に

　

よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施
お
よ
び

　

協
働
ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員
会
に
よ
る
審
査

　

で
決
定
し
ま
す
。
な
お
、
審
査
会
に
つ
き
ま

　

し
て
は
、
８
月
下
旬
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

各
種
市
民
活
動
支
援
事
業
の
採
択
団
体
を
次

の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。
昨
年
度
実
施
分
の

事
業
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
ト
ッ

プ
ペ
ー
ジ
↓
く
ら
し
の
便
利
帳
↓
協
働
に
関
す

る
情
報
↓
助
成
事
業
な
ど
の
審
査
・
評
価
結
果
）

に
て
実
績
評
価
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

や
ら
ん
ば
市
民
活
動
モ
デ
ル
事
業
は
、
協
働

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
、
市

民
社
会
組
織
や
地
域
産
業
組
織
な
ど
が
自
ら
自

由
な
発
想
の
も
と
企
画
の
立
案
や
運
営
を
実
践

い
た
だ
く
提
案
公
募
型
の
事
業
で
す
。

○
募
集
事
業　

市
か
ら
出
さ
れ
る
テ
ー
マ
と
仕

　

様
書
な
ど
を
基
に
、
市
内
の
市
民
活
動
団
体

　

な
ど
が
、
自
ら
自
由
な
発
想
で
企
画
の
立
案

　

し
、
運
営
し
て
い
た
だ
く
提
案
公
募
型
の
事

　

業
で
、
次
の
要
件
に
該
当
す
る
も
の

　

①
市
内
で
実
施
す
る
事
業
で
、
広
く
市
民
に

　
　

も
還
元
さ
れ
る
事
業
で
あ
る
こ
と

　

②
市
や
ほ
か
の
機
関
へ
の
要
望
や
、
す
で
に

　
　

助
成
を
受
け
て
い
る
事
業
で
な
い
こ
と

　

③
提
案
団
体
の
運
営
費
や
備
品
な
ど
財
産
の

　
　

取
得
を
目
的
と
し
て
い
な
い
こ
と

○
テ
ー
マ
名

　

①
歴
史
的
建
造
物
・
町
並
み
・
史
跡
な
ど
を

　
　

活
か
し
た
地
域
づ
く
り（
文
化
遺
産
課
）

　

②
伝
統
芸
能
・
祭
・
行
事
を
活
か
し
た
地
域

　
　

づ
く
り（
文
化
遺
産
課
）

　

③
大
人
の
読
書
推
進
活
動（
生
涯
学
習
課
）

　

④
み
ん
な
で
創
る「
故
郷
の
森
林
」（
農
林
課
）

　

⑤
人
・
笑
顔
・
街
・
元
気
の
ま
ち
な
か
活
性

　
　

化（
商
工
物
産
課
）

　

⑥
高
齢
者
・
障
害
者
世
帯
へ
の
生
活
支
援（
福
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入
居
を
希
望
す
る
人
は
、
申
込
書
に
添
付
書

類
を
添
え
て
、
都
市
計
画
課
、
ま
た
は
各
支
所

産
業
建
設
課
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
募
集
戸
数　

10
戸　

　

①
平
戸
地
区　

２
戸　

　

②
生
月
地
区　

４
戸　

　

③
田
平
地
区　

４
戸

○
申
込
期
限　

７
月
11
日（
月
）

　

※

郵
送
で
も
受
け
付
け
ま
す（
必
着
）

○
申
込
資
格　

原
則
と
し
て
、
次
の
す
べ
て
の

　

要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

①
収
入
が
公
営
住
宅
法
施
行
令
に
定
め
ら
れ

　
　

た
基
準
内
で
あ
る
こ
と

　

②
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と

　

③
地
方
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と

　

④
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
に
つ
い
て
は
、
同
居

　
　

ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
あ
る

　
　

こ
と

○
添
付
書
類

　

①
世
帯
全
員
の
源
泉
徴
収
票
ま
た
は
所
得
証

　
　

明
書

　

②
納
税
証
明
書

　

③
住
民
票
謄
本

○
選
考
方
法　

募
集
戸
数
を
超
え
た
住
宅
に
つ

　

い
て
は
、
抽
選
に
よ
り
選
考
し
ま
す
。

　

抽
選
会
は
、
７
月
下
旬
に
開
催
予
定
で
す
。

　

※

抽
選
会
の
開
催
に
つ
い
て
は
、
該
当
者
に

　
　

後
日
通
知
し
ま
す
。

【
注
意
】入
居
決
定
後
に
入
居
を
辞
退
す
る
こ
と

　

が
な
い
よ
う
、
事
前
に
十
分
検
討
し
た
う
え

　

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
を
募
集
し
ま
す

　

生
月
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
協
会
で
は
、
生

月
島
内
を
案
内
す
る
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
年
齢
や
性
別
、
経
験

の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
。
ガ
イ
ド
希
望
の
人
は
、

生
月
島
の
捕
鯨
や
か
く
れ
キ
リ
シ
タ
ン
、
民
族

芸
能
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
座
を
受
け
た
後
、

ガ
イ
ド
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
７

月
17
日（
日
）ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
講
座
日
程　

７
月
22
日（
金
）〜
８
月
12
日

　
（
金
）毎
週
金
曜
日　

午
後
７
時
〜（
約
90
分
）

○
と
こ
ろ　

平
戸
市
生
月
町
博
物
館
・
島
の
館

○
受
講
料　

無
料

○
問
い
合
わ
せ　

生
月
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

　

協
会
事
務
局　

☎
53-

３
０
０
０

平
戸
〜
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
間
の
ツ
ア
ー
バ
ス
が

運
行
さ
れ
ま
す

　

７
月
１
日
か
ら
来
年
３
月
末
ま
で
、
平
戸
〜

ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
間
の
ツ
ア
ー
バ
ス
が
毎
日
運

行
さ
れ
ま
す
。
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
へ
行
か
れ
る

際
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
要
予
約
）

○
運
行
期
間　

７
月
１
日（
金
）〜
平
成
24
年 

　

３
月
31
日（
土
）

○
運
行
コ
ー
ス
と
時
間

　

平
戸
港
交
流
広
場
発　

午
前
８
時
15
分

　

ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
着　

午
前
９
時
45
分

　

ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
発　

午
後
４
時
45
分

　

平
戸
港
交
流
広
場
着　

午
後
６
時
15
分

○
料
金　

片
道
１
，
０
０
０
円

　

※

乗
車
す
る
前
日
の
午
後
５
時
ま
で
に
、
エ

　
　

イ
チ
・
テ
ィ
・
ビ
ィ
観
光
へ
必
ず
予
約
し

　
　

て
く
だ
さ
い
。
予
約
の
受
け
付
け
は
先
着

　
　

順
と
な
り
、
予
約
時
に
満
席
の
場
合
は
乗

　
　

車
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ　

エ
イ
チ
・
テ
ィ
・
ビ
ィ
観
光

　

☎
０
９
５
６-

27-

０
２
９
０

海
水
浴
場
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す

　

海
水
浴
場
の
開
設
期
間
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
人
津
久
海
水
浴
場（
大
石
脇
町
）

　

７
月
６
日（
水
）〜
８
月
20
日（
土
）

○
根
獅
子
の
浜
海
水
浴
場（
大
石
脇
町
）

　

７
月
10
日（
日
）〜
８
月
31
日（
水
）

○
一
六
海
水
浴
場（
田
平
町
）

　

７
月
14
日（
木
）〜
８
月
12
日（
金
）

○
大
根
坂
白
浜
海
水
浴
場（
大
島
村
）

　

７
月
16
日（
土
）〜
８
月
14
日（
日
）

○
荒
崎
海
水
浴
場（
古
江
町
）

　

７
月
16
日（
土
）〜
８
月
15
日（
月
）

○
早
崎
・
御
崎
浦
海
水
浴
場（
生
月
町
）

　

７
月
16
日（
土
）〜
８
月
21
日（
日
）

　

※

早
崎
海
水
浴
場
は
８
月
31
日（
水
）ま
で

○
千
里
ヶ
浜
海
水
浴
場（
川
内
町
）

　

７
月
20
日（
水
）〜
８
月
16
日（
火
）

（（

　5月12日、永田孝次郎さん（岩の上町）が、長年の行政相談委
員として相談内容の問題解決や行政運営の改善に尽力された功績
により、総務省九州管区行政評価局長表彰を受賞されました。平
成12年から行政相談委員に委嘱されて以来約11年にわたり、住
民と行政のパイプ役として相談を受け付けてきました。永田さん
は、「この受賞に大変感激してます。今後もみなさんの身近な相
談役として活動していきたい」と受賞の感想を話してくれました。

永田孝次郎さんが九州管区行政評価局長表彰を受賞
　自治連合会協議会は、地域自治の確立および市政の発展を目指した活動を、地域一体となり行っています。
【代議員一覧(順不同)】会長：木村孝市（杉山）、代議員：末永保夫（戸石川）、福海勇喜郎（川内浦）、谷田美幸（後平）、
正木猛（田助在）、松本聖二（下中野）、松尾国夫（迎紐差）、松山矢市（獅子第１）、塚本勇（紐差第２）、辻村敏（紐
差第３）、山浦鶴靖（高越）、西山善幸（下中津良）、平松盛正（志々伎肥）、立石学（津吉元）、小川公夫（前津吉浜）、
福井幸男（大志々伎）、松田充順（御崎）、小村武生（壱部）、田渕俊雄（元触）、濱本賢次（浦南）、富岡圭司（山田）、
神田惠博（舘浦浜）、緒川弘甫（平戸口）、岡田真（東荻田）、岩坪泰祐（万場）、森逸雄（下里）、川邉侃（古梶）、
金子孝行（福崎）、橋本嘉之（西神浦）、崎原清秀（西宇戸）、白石勝俊（大根坂）、橋本岩機（的山浦）

平戸市自治連合協議会は、地域自治の確立のための活動を行っています！



平戸市からのお知らせ平戸市からのお知らせ
　

長
寿
保
険
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

　　
　
　
　
　

問
長
寿
保
険
課
国
保
年
金
班

　　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
５
９
０
〜
２
５
９
３

有有 効 期 限 平成24年 7月31日

記号 １２ 番号 １２３４５６

生 年 月 日 昭和45年 2月 27日

性別 男

資格取得年月日 平成10年 4月 1日

交 付 年月日 平成23年 8月 1日

住 所 長崎県平戸市岩の上町１５０８番地３

世帯主名 平戸 太郎

４２００７５

平戸 太郎氏名

保険者名 平 戸 市
保険者番号

国民健康保険
被 保 険 者 証

問
税
務
課
住
民
税
班

　

☎
内
線
２
５
４
７

国
民
健
康
保
険
税
の
課
税
限
度
額

が
変
わ
り
ま
す

※１ 所得割率は、昨年１年間（平成22年１月～ 12月）の所得に対して計算され
　　 る割合です。
※２ 資産割率は、固定資産税（都市計画税は除く。）に対して計算される割合です。
※３ 均等割額は、国民健康保険に加入している１人当たりの金額です。
※４ 平等割額は、国民健康保険に加入している１世帯当たりの金額です。
※５ 介護納付金分は、40歳から64歳の介護保険第２号被保険者に該当する人
　　 のみ課税されます。

○医療給付費分
増減比較区    分 平成23年度 平成22年度

所得割率(※1)
資産割率(※2)
均等割額(※3)
平等割額(※4))
課税限度額

7.5%

7.4%

20,900円

18,600円

510,000円

7.5%

7.4%

20,900円

18,600円

500,000円

－

－

－

－

10,000円

○後期高齢者支援金分
増減比較区    分 平成23年度 平成22年度

所得割率(※1)
資産割率(※2)
均等割額(※3)
平等割額(※4))
課税限度額

所得割率(※1)
資産割率(※2)
均等割額(※3)
平等割額(※4))
課税限度額

2.8%

2.6%

 7,100円

 6,100円

140,000円

2.8%

2.6%

 7,100円

 6,100円

130,000円

－

－

－

－

10,000円

○介護納付金分 (※5)
増減比較区    分 平成23年度 平成22年度

1.8%

2.0%

 7,100円

4,200円

120,000円

1.8%

2.0%

 7,100円

4,200円

100,000円

－

－

－

－

10,000円

0 0 0 53 9 4 23 9 4 2 5000

後期高齢者医療被保険者証
有効期限 平成24年 7月31日

被保険者番号 1 2 3 4 5 6 7 8
住 所 平戸市岩の上町１５０８－３

氏 名 平戸 太郎 男性別

生年月日 昭和８年１月１日 資格取得年月日 平成21年１月 1日

交 付 年 月 日 平成23年8月1日発効期日 平成21年1月1日

一部負担金の割合 １ 割

保険者番号

保険者番号 長崎県後期高齢者医療広域連合

　

政
策
推
進
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

　　
　
　
　
　
　
　

問
政
策
推
進
課
政
策
推
進
班

　　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
４
８
２

　

熱
中
症
に
注
意
！

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
消
防
本
部
予
防
課

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
１
４
７

限
は
、
７
月
31
日（
日
）ま
で
で
す
。
新
し
い

保
険
証
を
７
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

　

８
月
に
な
っ
て
も
保
険
証
が
届
か
な
い
場
合
、

ま
た
は
保
険
証
の
記
載
事
項
に
誤
り
が
あ
る
場

合
は
、
長
寿
保
険
課
国
保
年
金
班
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　
国
保
被
保
険
者
で
入
院
し
て
い
る
人
は

更
新
を
忘
れ
ず
に
！

　

次
の
要
件
を
満
た
す
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
は
、
認
定
を
受
け
る
と
、
入
院
時
に
医
療
機

関
窓
口
で
の
自
己
負
担
限
度
額（
保
険
適
用
分
）

が
限
度
額
ま
で
と
な
り
、
食
事
代
に
つ
い
て
も

減
額
さ
れ
ま
す
。

　

認
定
を
受
け
た
い
人
は
、
印
か
ん
を
お
持
ち

の
う
え
、
長
寿
保
険
課
国
保
年
金
班
、
ま
た
は

各
支
所
市
民
協
働
課
、
各
出
張
所
で
申
請
し
て

　

日
差
し
が
強
く
な
る
こ
の
時
期
、
熱
中
症
に

か
か
り
、
病
院
に
救
急
搬
送
さ
れ
る
人
が
多
く

な
り
ま
す
。

熱
中
症
の
予
防
対
策

　

○
日
中
、
長
時
間
の
作
業
な
ど
を
行
う
場
合

は
、　

途
中
で
休
憩
を
と
る

○
日
中
の
外
出
は
な
る
べ
く
避
け
、
も
し
外
出

　

す
る
時
は
、
帽
子
や
日
傘
を
使
用
す
る
な
ど

　

直
射
日
光
に
当
た
ら
な
い

○
炎
天
下
で
の
作
業
や
ク
ラ
ブ
活
動
中
は
、
水

　

分
を
十
分
に
補
給
し
、
体
調
が
悪
い
時
に
は

　

休
憩
を
と
り
、
無
理
を
し
な
い

熱
中
症
に
か
か
っ
た
と
き
は

○
風
通
し
の
良
い
日
陰
や
、
冷
房
の
効
い
た
所

　

に
移
す

○
衣
服
を
ゆ
る
め
る

○
冷
た
い
水
で
タ
オ
ル
を
濡
ら
し
、
手
足
・
わ

　

き
の
下
な
ど
を
冷
や
す

国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

保
険
証
を
送
り
ま
す

　

現
在
お
使
い
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
被
保
険
者
証
の
有
効
期

く
だ
さ
い
。

　

現
在
発
行
し
て
い
る
認
定
証
の
有
効
期
限
は

７
月
31
日（
日
）ま
で
で
す
。
８
月
１
日
以
降

も
認
定
を
受
け
た
い
場
合
は
、
改
め
て
申
請
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

○
適
用
要
件　

世
帯
内
の
す
べ
て
の
国
民
健
康

　

保
険
被
保
険
者
が
、
平
成
23
年
度
住
民
税
を

　

課
税
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
。

　

※

課
税
世
帯
で
も
70
歳
未
満
の
人
は
、
限
度

　
　

額
認
定
の
み
受
け
ら
れ
ま
す
。

平
成
23
年
度
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
申
請
の

受
付
が
始
ま
り
ま
す　
　
　
　

　

国
民
年
金
に
は
、
経
済
的
な
理
由
な
ど
で
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
、
申
請
に

よ
り
保
険
料
の
納
付
が
免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
分
の
免
除
申
請
は
７
月
１
日

　
（
金
）か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

※

平
成
22
年
度
分（
平
成
22
年
７
月
分
〜
平
成

　

23
年
６
月
分
）の
免
除
申
請
は
、
８
月
１
日

　
（
月
）ま
で
で
す
。

○
申
請
方
法　

長
寿
保
険
課
国
保
年
金
班
、
ま

　

た
は
各
支
所
市
民
協
働
課
、
各
出
張
所
で
、

　

年
金
手
帳
と
印
か
ん
を
お
持
ち
の
う
え
、
関

　

係
書
類
を
添
え
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

○
関
係
書
類

　

▼
退
職（
失
業
）者
雇
用
保
険
受
給
資
格
者

　
　

証
や
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
な
ど
、

　
　

退
職（
失
業
）し
た
こ
と
を
確
認
で
き
る

　
　

書
類

　

▼
学
生　

学
生
証
の
写
し
、
ま
た
は
在
学
証

　
　

明
書（
申
請
年
の
４
月
以
降
発
行
分
）
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市
政
懇
談
会
を
生
月
地
区
で
開
催
し
ま
す

　

市
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
市
政
へ

の
ご
意
見
や
、
市
政
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て

も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、「
市
政
懇
談
会
」を
開

催
し
ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
と　

き　

　

７
月
15
日（
金
）午
後
７
時
〜

○
と
こ
ろ　

　

生
月
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー　

大
集
会
場

移
動
市
長
室
と
市
民
総
合
相
談
所
を
生
月
地
区

で
開
設
し
ま
す

　

移
動
市
長
室
と
市
民
総
合
相
談
所
を
生
月
地

区
で
開
設
し
ま
す
。

　

市
長
へ
の
提
案
や
行
政
に
関
す
る
相
談
の
ほ

か
、
専
門
員
に
よ
る
人
権
、
登
記
、
心
配
ご
と

相
談
な
ど
、
ど
な
た
で
も
気
軽
に
相
談
で
き
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
お
守
り
し

ま
す
。

○
と　

き　

　

７
月
15
日（
金
）午
前
10
時
〜
午
後
３
時

○
と
こ
ろ　

生
月
支
所

○
参
加
機
関　

行
政
相
談
員
、
人
権
擁
護
委
員

　

平
戸
市
社
会
福
祉
協
議
会
、
長
崎
行
政
評
価

　

事
務
所
ほ
か

　

平
成
23
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
の
課
税
限

度
額
が
、
左
表
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

税
率
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
か
ら「
均
一
課

税
」を
適
用
し
、
市
内
全
域
の
税
率
を
統
一
し

て
い
ま
す
。
平
成
23
年
度
の
税
率
の
変
更
は
あ

り
ま
せ
ん
。
来
年
度
以
降
も
、
医
療
費
の
増
減

を
見
な
が
ら
均
一
課
税
に
よ
り
税
率
の
調
整
を

行
い
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
税
は
、
医
療
を
支
え
る
大
切

な
財
源
で
す
。
決
め
ら
れ
た
期
日
ま
で
に
き
ち

ん
と
納
め
ま
し
ょ
う
。

　郵送される後期高齢
者医療被保険者証の見
本。平成23年度の色は、
黄緑色です。

▲

　郵送される国民健康
保険被保険者証の見
本。平成23年度の色は、
あさぎ色です。

▲



北川水産
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貝の養殖と販売

〒859-5362 平戸市木ヶ津町1713-1
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浪
漫
の
ほ
と
り
、

　

和
・
蘭
の
か
お
り

【
平
戸
地
区
】

中
山　

咲
希 

和
成 

稗
田

村
山　

恵
唯 

雅
治 

稗
田

田
元　

明
衣 

慎
也 

新
町

吉
田　

愛
喜 

真
一
郎 

幸
の
浦

松
山　

大
志 

大
作 

下
中
津
良

橋
口　

莉
美 

和
敬 

魚
の
棚

俵
屋　

礼
治 

利
治 

幸
の
浦

久
田　

泰
雅 

義
博 

下
中
津
良

里
﨑　

秀
哉 

淳
児 

早
福

山
口　

寛
太 

学 

曲
り

百
枝　

和
香 

貴
德 

川
内
浦

【
生
月
地
区
】

神
田　

航
生 

貴
裕 

舘
浦
潮
見

神
田　

慶
悟 

雄
一 

壱
部

久
冨　

陽
稀 

寛
己 

浦
北

波
戸
本　

颯
友 

龍
平 

浦
南

内
山　

倖
輝 

大
輔 

山
田

【
田
平
地
区
】

石
田　

充
輝 

仁 

永
田

松
永　

來
奈 

諒
一 

上
里

【
平
戸
地
区
】

末
吉　

ミ
ヱ 

68
歳 

５
／
16 

神
崎

久
家　

み
ど
り 

47
歳 

５
／
18 

大
久
保

山
野　

文
𠮷 

80
歳 

５
／
19 

赤
坂

中
村　

ス
ミ 

91
歳 

５
／
21 

大
野

下
川　

幸
次
郎 

87
歳 

５
／
23 

浦
の
町

山
浦　

ト
ミ 

86
歳 

５
／
26 

職
人
町

山
野　

聖 

87
歳 

５
／
27 

薄
香
浦

鉾
屋　

ム
ネ 

86
歳 

５
／
27 

幸
の
浦

松
﨑　

石
子 

80
歳 

５
／
28 

木
引

種
浦　

良
雄 

79
歳 

５
／
28 

木
ヶ
津
第
２

網
屋　

ヤ
ス 

101
歳 

５
／
30 

志
々
伎
浦

竹
山　

久
義 

86
歳 

６
／
１ 

志
々
伎
岡

松
尾　

銀
彌 

104
歳 

６
／
３ 

川
内
在

古
川　

文
子 

75
歳 

６
／
５ 

度
島
三
免

山
道　

ヒ
デ 

91
歳 

６
／
８ 

高
島

赤
木　

シ
ゲ 

91
歳 

６
／
12 

草
積

永
藤　

俊
夫 

79
歳 

６
／
11 

薄
香
浦

山
口　

貢 

76
歳 

６
／
10 

曲
り

村
田　

ハ
ツ 

83
歳 

６
／
14 

根
獅
子
第
３

【
生
月
地
区
】

小
楠　

ツ
ギ 

96
歳 

５
／
16 

山
田

江
口　

ミ
サ
子 

81
歳 

５
／
24 

浦
南

鳥
飼　

富
雄 

70
歳 

５
／
26 

浦
北

松
本　

治
保 

76
歳 

５
／
30 

浦
北

鶴
屋　

金
利 

80
歳 

６
／
１ 

浦
北

松
永　

正
雄 

80
歳 

６
／
７ 

舘
浦
潮
見

城　

ト
ヨ
子 

80
歳 

６
／
９ 

舘
浦
屋
敷

【
田
平
地
区
】

大
石　

明
德 

70
歳 

５
／
16 

下
寺

松
田　

綾
子 

76
歳 

６
／
３ 

米
の
内

大
石　

ヨ
シ
ノ 

70
歳 

６
／
９ 

小
崎

福
井　

増
友 

69
歳 

６
／
10 

小
手
田

【
大
島
地
区
】

福
井　

タ
ネ 

93
歳 

６
／
11 

大
根
坂

（
５
／
16
〜
６
／
15
受
付
分
）

　
「
地
域
の
発
展
を
地
域
住
民
か
ら
盛
り
上
げ

て
い
く
」を
テ
ー
マ
に
、
元
三
重
県
知
事
の
北

川
正
恭
氏
を
講
師
に
迎
え
て
平
戸
市
民
生
涯
学

習
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

三
重
県
知
事
就
任
中
は
、
改
革
派
知
事
と
し

て
注
目
さ
れ
、「
生
活
者
起
点
」を
掲
げ
、
改
革

を
進
め
る「
事
業
評
価
シ
ス
テ
ム
」や
情
報
公

開
を
積
極
的
に
進
め
、
地
方
分
権
の
旗
手
と
し

て
活
躍
し
た
北
川
氏
が
、
み
な
さ
ん
と
一
緒
に

平
戸
の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
ま
す
。

○
と　

き　

７
月
22
日（
金
）午
後
６
時
30
分

　

〜
午
後
８
時
30
分

○
と
こ
ろ　

平
戸
文
化
セ
ン
タ
ー　

中
ホ
ー
ル

○
入
場
料　

無
料

　

※

当
日
は
一
時
託
児
を
行
い
ま
す
。

　

長
崎
大
学
が
県
な
ど
と
連
携
し
て
実
施
す
る

■５月末までの
　火災救急件数

（　）内は昨年同期

（　）内は昨年同期

火災

救急

15件（11件）

662件（634件）

■５月の交通事故
件　数

死　者

負傷者
（重傷）５名 （軽傷）42名

34件）

（０名）

（40名）

29件（

０名

47名

■ひらどふれあい福祉基金

■平戸和蘭商館復元整備事業基金
■平戸市スポーツ振興基金

○崎方町　塚本　博行
○生月町南免　渡　眞佐子

(敬称略)

道
守
補
助
員
養
成
コ
ー
ス
の

受
講
生
を
募
集
し
ま
す

長
崎
大
学
大
学
院
工
学
研
究
所

イ
ン
フ
ラ
長
寿
命
化
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
５‐

８
１
９‐

２
２
８
０

申
・
問

平
戸
市
民
生
涯
学
習
講
演
会
を

開
催
し
ま
す

北
松
浦
青
年
会
議
所

☎
０
８
０-

５
２
０
０-

９
４
７
６（
日
高
）

問
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巡
視
艇
体
験
航
海（
平
戸
瀬
戸
）

　

巡
視
艇
に
よ
る
平
戸
瀬
戸
の
体
験
航
海
の
参

加
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

日
ご
ろ
乗
船
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
巡
視
艇

に
乗
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

○
と　

き　

７
月
23
日（
土
）

　

午
前
10
時
〜
、
午
前
11
時
〜
、
午
後
１
時
〜
、

　

午
後
２
時
〜（
各
40
分
）の
４
回

○
集
合
場
所　

平
戸
海
上
保
安
署

○
募
集
人
数　

80
人（
高
校
生
以
下
は
保
護
者

　

同
伴
）先
着
順
で
の
受
け
付
け
で
す
。

○
申
込
方
法　

往
信
は
が
き
に
、
乗
船
希
望
時

　

間
、
乗
船
者
全
員
の
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

　

電
話
番
号
を
、
返
信
は
が
き
の
表
に
、
代
表

　

者
の
住
所
・
氏
名
を
記
入
し
て
、
お
申
し
込

　

み
く
だ
さ
い
。

○
申
込
先　

〒
８
５
９‐

５
１
２
１　

　

平
戸
市
岩
の
上
町
１
５
２
９‐

２

　

平
戸
海
上
保
安
署

○
申
込
締
切
日　

７
月
10
日（
日
）必
着

一
日
海
上
保
安
署
長
を
募
集
し
ま
す

　

巡
視
艇
体
験
航
海（
１
回
目
）に
合
わ
せ
、
一

日
海
上
保
安
署
長
と
し
て
行
事
に
参
加
し
て
い

た
だ
け
る
小
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

○
募
集
人
数　

１
人（
小
学
生
）

○
申
込
方
法　

巡
視
艇
体
験
航
海
と
同
じ（
一

　

日
海
上
保
安
署
長
希
望
）と
記
入
し
て
く
だ

　

さ
い
。

講
座
で
、
道
の
維
持
管
理
な
ど
技
術
の
取
得
を

目
的
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
受
講
を
希
望

す
る
人
は
、
長
崎
大
学
大
学
院
工
学
研
究
所
イ

ン
フ
ラ
長
寿
命
化
セ
ン
タ
ー
内
道
守
養
成
ユ

ニ
ッ
ト
事
務
局
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

道
守
と
は

　
「
道
」に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
調
査
、
研
究
、

啓
発
活
動
や
清
掃
、
美
化
、
点
検
、
通
報
な
ど

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
、「
道
」を
守
り
育
て

る
実
践
活
動
な
ど
を
実
施
す
る
人
の
総
称
で
す
。

○
と　

き　

７
月
30
日（
日
）午
前
９
時
30
分

　

〜
午
後
３
時
30
分

○
と
こ
ろ　

平
戸
文
化
セ
ン
タ
ー

○
募
集
人
数　

10
人
程
度

○
募
集
締
切
日　

７
月
15
日（
金
）

○
申
込
方
法　

電
話
・
F
A
X
・
Ｅ
メ
ー
ル
で

　

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
９
５‐

９
１
８‐

２
８
７
９

　

Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　
　

m
ichim

ori@
m
l.nagasaki-u.ac.jp

　

県
内
の
中
小
企
業
者
で
、
業
績
が
悪
化
し
、

経
営
上
・
財
務
上
問
題
を
抱
え
て
い
る
が
、
事

業
継
続
・
事
業
再
生
に
強
い
意
欲
を
持
っ
て
い

る
事
業
者
を
対
象
に
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

○
と　

き　

毎
週
水
曜
日　

午
前
10
時
〜
12
時

○
と
こ
ろ　

長
崎
県
県
北
振
興
局　

新
館
１
階

　

第
３
会
議
室（
佐
世
保
市
木
場
田
町
３-

25
）

※

事
前
の
ご
予
約
が
必
要
で
す
。

※

資
金
貸
付
・
保
証
の
窓
口
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

中
小
企
業
の
再
生
意
欲
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

長
崎
県
中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会

☎
０
９
５―

８
１
１―

５
１
２
９

問

平
戸
海
上
保
安
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

平
戸
海
上
保
安
署

☎
22‐

３
９
９
７

問

人
権
に
関
す
る
悩
み
は
お
気
軽
に
ご
相
談
を

長
崎
地
方
法
務
局
平
戸
支
局

☎
22‐

２
２
６
３

問

　

法
務
局
で
は
、
学
校
に
お
け
る
い
じ
め
や
体

罰
、
家
庭
内
に
お
け
る
児
童
虐
待
な
ど
、
子
ど

も
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
の
解
決
を

図
る
た
め
、
専
用
電
話
相
談
窓
口「
子
ど
も
の

人
権
１
１
０
番
」を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

人
権
に
関
す
る
相
談
が
あ
れ
ば
、
ひ
と
り
で

悩
ま
ず
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

　

☎
０
１
２
０‐

０
０
７‐

１
１
０

　
（
全
国
共
通
・
無
料
）

○
人
権
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０‐

０
０
３‐

１
１
０

　
（
全
国
共
通
）

※

受
付
時
間
は
、
平
日
の
午
前
８
時
30
分
〜
午

　

後
５
時
15
分
で
す
。

な
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や
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ん　
や

よ
し　
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あ
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い
ち
ろ
う
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つ
や
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た
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だ
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さ
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ず
た
か
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と
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る
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う
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や
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せ
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ろ
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ゆ
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さ
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は
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そ
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う
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う
ち
や
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し　
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つ
な
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ら
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ん
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こ
う
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や
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あ
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ぎ

な
が
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お

や
ま
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つ
ぐ

む
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た
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ぐ
す
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ぐ
ち

と
り
か
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と
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お

ま
つ
も
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は
る
や
す

つ
る　
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か
ね
と
し

ま
つ
な
が 

ま
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お

じ
ょ
う

お
お
い
し 

あ
き
の
り

ま
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あ
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こ

お
お
い
し

ふ
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ま
す
と
も

ふ
く　
い
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